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京都 文 調査 ン は 年 に 立され、 年

度で 立 年を えました。また、平 年 に京都 から

として認定をいた き、 京都 文 調査 ン と

名を変 いたしました。この 、当調査 ン では京都 内の に

文 の 掘調査を ってまいりました。当 ン の の にあ

たりましては、 方の と を り、 く し上 ます。

は 京都 遺跡調査 集 として、平 1・ 年度に 土 近 地

方 、西 道路 式 関西 の を て した、長岡京跡・

伊賀寺遺跡、美濃山廃寺下層遺跡の 掘調査 を収 したものです。 が

の資料として、また、地域の 文 の関 と を る えで、

いた れ いです。

掘調査を された 関をは 、京都 ・長岡京

・八 などの 関係 関、ならびに調査に 、 いた

きました多くの方 に く し上 ます。

平 年３

　京都 文 調査 ン

長　　上 　　



に収 た は下 のとおりである。

　 京都第二 環状道路関係遺跡

　　　長岡京跡右京第984・988次・伊賀寺遺跡

　 美濃山廃寺下層遺跡第８次

遺跡の所 地、調査期 、 および の は下 のとおりである。

遺　跡　名 所　 　地 調査期

京都第二 環状道路
関係遺跡　長岡京跡
右京第984・988次・
伊賀寺遺跡

長岡京 下 寺
伊賀寺

平 1年 ８ ～1
1 ・平 1年1
～平 年

土 近
地方

中川

美濃山廃寺下層遺跡
第８次

八 美濃山古寺 平 年1 ～平
年３

西 道路
式 関西

古川　

３ で している は、 地 土 第 によっており、方位は の 

　北をさす。また、 土地 地 の方位は 度の北をさす。

の 集は、調査第 調査 当 の 集 をもとに、調査第 資料係が った。

は として調査 当 が し、遺物 は、調査第 資料係 調査 中 

　 が った。
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京都第二 環状道路関係遺跡
平 1年度 掘調査

１．はじめに

今回の 掘調査は、京都第二 環状道路 に 立ち、 土 近 地方 の によ

って したものである。道路は長岡京 域では長岡京 を東西に流れる小泉川に って山

に る トが 定されている。

この トは によって された長岡京域 に当たる地域を ることから、

域に たり 掘調査が 要であると考えられた。同時に小泉川は 、 川 によって直

状に流路が変 されているが、 は大きく しながら流れていた。 のた 川の によ

ってすでに遺構 が 平されている も 想されたが、多くの調査 が得られた。

にかか る 掘調査は、平 1 年度から されている か 、 か 、

か 、 ・ ・ 8、中川・大 9、中川・ ・岡 か 9、岡 か 1 。

今回 する 掘調査地は、長岡京 下 寺に所 する。調査 地は、調査前には と

して されていた。調査地周辺は平 19年度調査 9・中川 か 1 ・ 1 によっ

て縄文時代中期及び後期の集落が することが確認されていた。 のた 今回の調査地でも同

な遺構・遺物が確認できるものと期 されていた。

長岡京跡右京第984次調査のト ン は、右京第9 次調査と第94 次調査 第３ト ン に

まれた地域で、一 下地 を た調査 となる。

右京第988次調査は、右京第9 次調査地の に った里道及び 路の 分である。今

回の調査地 は 川 の崖 になっており、 と の で された上が里道となって

いた。こ したことから良 な遺構 が されているか されたが、 掘調査の 、 に

たり縄文時代 の遺構・遺物が されていることが明らかになった。

は、平 1年度に した 掘調査の 及び 年度の遺物 を するものであ

り、中川が した。また、遺物 については当 ン 調査第 資料係 中 が した。

土 は、 地 も 地 第 を した。土層および遺物の 調は

の 土 を いた。

地調査、 に当たっては、長岡京 、 長岡京 文 ン の か、

京都大 文 ン 葉 ・ から と をいた いた。また、

地調査については、地元下 寺地 、下 寺地 、下 寺地 まち く

り の に をいた いた。 してお し上 ます。

なお、調査に係る については 、 土 が した。



京都 遺跡調査 集　第

〔調査体制等〕

長岡京跡右京第984次調査（7ANOOD-9：長岡京右京八条三坊十六町）・伊賀寺遺跡

現地調査責任者　調査第 長　 後

調 査 担 当 者　調査第 調査第 係長　 　

同　 調査 　中川

同　調査 　

調 査 場 所　長岡京 下 寺伊賀寺

現 地 調 査 期 間　平 1年 ８ ～ 1 1

調 査 面 積　

長岡京跡右京第988次調査（7ANOOD-10：長岡京右京八条三坊十六町）・伊賀寺遺跡

現地調査責任者　調査第 長　 後

調 査 担 当 者　調査第 調査第 係長　 　

同　 調査 　中川

調 査 場 所　長岡京 下 寺伊賀寺

現 地 調 査 期 間　平 1年1 ～平 年

調 査 面 積　8

２．自然と歴史

今回の調査地は、京都 地 西 に位 する長岡京 の にあたる地域にある。西 には、

京都 地を する山が り、この山は 方 と連なる。この山 は と れる古生

層からなりたっており、 トや などが分布している。遺跡は、この山 に を する

小泉川 にある。 は 川 によって直 状に されているが、 は大きく して

おり、 れに するよ に川の に も大きく がっている。川は長岡京 域から大山

町を て、大 に 川と 流する。

今回の調査 は小泉川 の 積 上に位 しており、 川の により な地 を

している。遺跡の 層は 層であるが、 の下には 度のある大 層 の 土層が してい

る。 の にも大 層 が れているとこ が し、 石なども 集できる。 と

考えられる調査地より一 下の を掘 すると地 下 ～３ 度で 土層が確認できる。

の は と大 がない。小泉川は に い大 層 土層を大きく下 できていな

いことが かり、このことが周辺の を に り、 積する要 となっていることが考

えられる。

小泉川流域では後期 石器時代から遺跡が認 られる。 遺跡では、 石器時代後期に

する イト の イ 石器を 石器 が検出された。この石器には、接 資料も認

られ、この地域では しく の 層が されていた。

縄文時代には小泉川流域で多くの遺跡が 見されている。 も古い時期の土器は、下 寺遺
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跡から 見された 期のポ な 文土器 である。 期に する ト 、い る

ト ト 石器が 遺跡から出土している。前期には 遺跡から北白川下層式の縄文土器が

住居跡に って検出されている。

中期には伊賀寺遺跡より4 れた 岡遺跡 右京第 次調査地 から、 に さ

れた状 で、 元式土器が大量に出土した。中期 の北白川  式の時期には、伊賀寺遺跡で竪穴

式住居跡および遺物が検出されている。また、大山 町 山遺跡 199 でも北白川Ｃ式土器

を 土坑が検出されている。

後期 の中津式土器は伊賀寺遺跡で、後期 文期は伊賀寺遺跡・下 寺遺跡で遺構・遺

第 　調査地位 及び周辺 要遺跡　
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物が 見されている。元住吉山式土器を 竪穴式住居跡は、伊賀寺遺跡で確認されている。ま

た、同時期の も 見された。 の ち か所からは多量の が 見され、 土器と考え

られる 土器や り関連遺物が出土している。

縄文時代晩期に ると、小泉川下流の大山 町下 遺跡において 文の が検出され

ている。

弥生時代前期の遺構は小泉川流域では 見されていないが、 遺跡で土器が出土している。

弥生時代中期前葉には 遺跡や下 遺跡で方 周溝 が 見されている。 遺跡

とも石 器が出土した が確認された。

中期後葉の土器は 遺跡から出土している。弥生時代 の竪穴式住居跡は伊賀寺遺跡や下

寺遺跡で検出されている。右京第9 次調査のものは ット状遺構を つ多 の竪穴式住居跡

である。

古墳時代には下流に 墳と れる 長約 の前方後 墳が している。古墳時代

前期に され、 と が確認されている。古墳時代後期に ると多くの竪穴式住居跡が

伊賀寺遺跡内の 所で確認されている。同 よ に下 遺跡においても 後 から

にか ての竪穴式住居跡が多 検出されている。

時代については、 岡廃寺の が古くから知られていた。 確な位 は確認されていな

いが、 時代から長岡京期に る が 見されている。出土 には 辺 と さ

れたものがあり、 である 辺 との関係が されている。　

奈良時代の遺構としては、掘立柱建物跡などが伊賀寺遺跡や下 寺遺跡、下 遺跡など

で検出されている。

長岡京 平 の大 分を る長岡京は、 ３ 84 年、 によって平 京から遷

都され、 1 94 年に平安京に遷るまで都として していた。長岡京の は1 年と く、

これまでの 掘調査 では 条より の地域で明確な条坊は 見されていない。とこ が今回の

長岡京跡右京八条三坊十六町の 掘地域で、長岡京期と考えられる建物跡・溝を たに検出した。

中 に ると今回の調査地 の 位 上には掘立柱建物跡による集落が まれるよ に

なるが、今回の調査 では中 関連の遺構は 見できなかった。

明 が 長に して京都 寺において を こした、 に 1 1 8

年 1 の山 では、明 の が かれた 西端 にあたる がある。

　

３．調査の概要及び検出遺構

１）長岡京跡右京第984次（7ANOOD-9）調査・伊賀寺遺跡（下内田地区）

（1）調査概要

右京第9 次調査 ・ ト ン と第94 次調査３ト ン に まれた地域である。右京第9

次調査 ト ン では遺構の大 が 平されていたよ で、柱穴と土坑 が検出されていた。

また、 ト ン 東 では今回の調査地に く遺構の一 が検出されていた。右京第94 次調
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査３ト ン では、 跡を つ北白川Ｃ式の竪穴式住居跡が 検出されたが、 のみが

し、上 は大きく 平されていた。近 の なども検出されているが、遺構の中で遺物が出土

したのは縄文時代のものが中 で、中期の北白川Ｃ 式のものと後期の元住吉山ないし宮滝式の

大きく 時期の遺構に分かれる。

（2）層位 第３・

調査前の地 は土層断 第３ 北 断 に見られるよ に のある から

り立っていた。溝を で が8 が い。溝を に 土と遺構検出 である  

層 第 ・1 層 の を き の の 積物が異なっている。これらの 積物は 平

第 　長岡京跡右京第9 ・984・988次調査ト ン 　
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積である。こ した 積は、溝を に 積環 が異なっていたことを しており、調査前の地

が、遺構検出 より上の層が 積する から していたことを している。また、 の

積物である 層の上 が 平であることから、 によって の上 層が 平されて

いるものと考えられる。遺構 土は であることが多く、こ した 向は 層上に 積する

の 積物上 において 見できる縄文時代遺構にも一 に認 られる 向である。また

層が遺構検出 になる地域では、 に遺構の 度が い 向が認 られ、平安時代 の

土地 変によって の遺構掘り込み は 平されていると考えることが 当である。

上 した遺構検出 と に関連したと考えられる い 平層の下 では、 ン ンが集

積し している。 のた 、 の ン ン層を し りこまないと遺構は検出することが

である。

（3）検出遺構 第３

大型落ち込み状遺構ＳＸ08　右京第9 次調査 ト ン 東 で検出していた落ち込み状遺

構ＳＸ1 4の 長 分である。第9 次調査当時、遺構の立ち上がりが く、 辺が である

ことから、調査前の地 に見られた落ち込み 分に 層が 積したものあるいは の遺構が

重 したものとして認 していた。 土は ないしは であったた 遺構を分 すること

が であった。今回の調査で遺構 長 分の が平 であることから竪穴式住居跡が の

遺構と重 していたことが明らかになった。

で別 する第988次調査で検出した竪穴式住居跡Ｓ 89の北端 にあたり、同一の遺

構である。 土は の 土で遺構の から重 があることは確認できるが、平 及び

断 から検 することができなかった。出土遺物は小 積ながら に多く、 と どす てが

北白川Ｃ 式であるが、 後期の遺物も している。 で検出できた小土坑及び柱穴は掘

を確認することが であったた 前後関係は 明と るをえない。 のた 後期の土

器が したものと考えられる。土器は大 の も まれるが、接 が く も多い。

また に接して出土するといった特 もないことから、竪穴式住居跡のく みに されたも

のと考えられる。検出 からの さは を る。

土坑ＳＫ01　調査ト ン 東 で 見した 長方 の土坑である。平 から土

の が考えられたことから に掘り下 を ったが、遺物は縄文土器と考えられる

検出できなかった。 跡や などが検出できなかったことから土坑と位 た。 辺であ

る 東辺が8 、北西辺が 、長さが1 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ02　調査ト ン 東 で検出した長方 の土坑である。土坑内からは元住吉山あ

るいは宮滝式の土器 と北白川Ｃ式土器が出土している。 土は 土で 一の層で

されていた。 辺 、長辺 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ05　平 が を する土坑で、土坑内からは縄文時代中期の北白川Ｃ 式の土

器 が出土している。 土は の縄文時代の遺構と同 、 を していた。直 、検出

からの さ８ を る。
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土坑ＳＫ06　平 が の土坑である。柱 跡らしい 分を検出したが、遺構の にな

っている地層が 層で いことから、柱当りが と考えることが しいた 、別の遺構と考

える が 当である。断 で見る 層の 土 分がＳ 、 層の

土 分がＳ 掘 後の遺構と位 られる。遺物は に 層の 土内から出土し、

多くの縄文土器 が出土した。周辺の状 と 土 から縄文時代中期の遺物と考えられる。長

、 、検出 からの さ1 を る。

土坑ＳＫ12　平 が を する土坑で、土坑内からは縄文時代後期の元住吉山式あるい

は宮滝式土器 が出土している。直 4 、検出 からの さ1 を る。

土坑ＳＫ13　一 が調査地 に出るた 状ははっきりしないが、平 が長方 に 元で

きる土坑である。Ｓ 1と同 、 が平らで検出 からの さが い。土坑内には の縄文時

代の遺構と同 、 土が されており、縄文土器 が出土した。長辺 上、 辺

、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ14　平 が を する土坑で、土坑内からは縄文時代中期の北白川Ｃ式の土器

が出土している。直 、検出 からの さ1 を る。　 

土坑ＳＫ16　平 が を する土坑で、土坑内からは縄文時代中期の北白川Ｃ式の土器

が出土している。直 、検出 からの さ を る。　

土坑ＳＫ17　平 が 長方 を する土坑で、土坑内からは縄文土器 が出土してい

る。 土は 層に分かれ、 近には 物の の がある の土が 積していた。

長辺 、 辺8 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ20　平 が 長方 を する土坑で、土坑内からは縄文時代中期の北白川Ｃ式

の土器 が出土している。 土は 土である。長辺8 、 辺 、検出 から

の さ4 を る。

土坑ＳＫ21　平 が を する土坑で、土坑内からは縄文時代後期の元住吉山式あるい

は宮滝式土器 が出土している。直 、検出 からの さ1 を る。　

土坑ＳＫ23　平 が を する土坑で、土坑内からは縄文土器 が出土している。

長 9 、 、検出 からの さ1 を る。

土坑ＳＫ24　平 が を する土坑で、土坑内からは縄文時代中期の北白川Ｃ式の土

器 が出土している。長 、 4 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ25　平 が を する土坑で、土坑内からは縄文土器 が出土している。

土は 層に分かれ、 層の 土 分が柱 跡状に断 では見えるが、平 に

を することはなかった。直 9 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ26　平 が を する土坑で、土坑内からは縄文時代中期の北白川Ｃ式の土器

が出土している。直 、検出 からの さ1 を る。

土坑ＳＫ27　平 が を する土坑で、土坑内からは縄文時代中期の北白川Ｃ式の土器

が出土している。直 、検出 からの さ を る。
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２）長岡京跡右京第988次（7ANOOD 10）調査・伊賀寺遺跡（下内田地区）

（1）調査概要

右京第984次調査に き き した 掘調査で、 掘調査時の 道路 分を み西 を

ト ン 、東 を ト ン と名 た。京都第二 環状道路 道 溝によって く掘り込ま

れる 分を ・３ト ン とした。遺構 は調査ト ン に関係なく で を った。

ト ン は第9 次調査の ト ン に接し するよ に がりく った の い調査

となった。これは里道と れに する 路 分が調査 であるた である。 ト ン

からは の調査と同 、縄文時代中期の北白川Ｃ式、元住吉山 式の竪穴式住居跡、土坑を検

出することができた。 の中でも竪穴式住居跡Ｓ 89からは多量の北白川Ｃ 式の土器が出土し

た。また、ＳＸ199の縄文時代後期の北白川上層式３期の良 な資料を検出することができた。

長岡京期の遺構として、これまでの調査で検出されていた溝Ｓ 1・ の 長 分を検出した。

Ｓ は西端の 分に が 定されていたと考えられる状 が認 られ、この 分に土 が想

定できる。

・３ト ン は 溝 分とい 長なト ン であったが、 ト ン で検出できたＳ

1・ を検出し、9 次調査で検出していた縄文時代中期の竪穴式住居跡Ｓ の北東 を検出

することができ、 の が確定できた。 の 、縄文時代の土坑も多く検出することができた。

ト ン は右京第94 次調査の ト ン 、 ト ン の に した里道、 路の 分で

ある。第94 次調査 ト ン では縄文時代後期の竪穴式住居跡、 を 土 が検出され

ている。今回の調査地では第94 次調査で検出している竪穴式住居跡Ｓ 1の 長 を検出した。

また第94 次調査の ト ン 、 ト ン に見られる地層の を検出することができた。

（2）層位 第

ト ン の土層断 は右京第9 次調査の 地 を一 り込 で し、 の に

ついては との 崖となるた ・計 することができなかった。遺構検出 は で、

第984次調査の地層の 明で たよ に 平の 関連の 積層があり、遺構検出 の上 は

平 で、 によって平らにされたと考えられる。遺構検出 上 には ン ンの が確

認できた。遺構検出 を構 する地層は、この調査地の地 を した 層である 層と

または を した 土になる。この 土を掘り下 ると、遺構検出 で 分

に れる 層の 層にあたる。調査ト ン 中 近は 層が遺構検出 になってい

た。 は第9 次調査の土層断 中川 か 1 を していた きたい。

・３ト ン でも遺構検出 の上 は平 で、 によって平らにされたと考えられる。

遺構検出 上 には ン ンの が確認できた。 ト ン の遺構検出 は 層の

土及び1 層の 土であった。1 層が遺構検出 になる 分では、遺構 土と

しており判別が であった。

３ト ン では、1 の 土と19のに い 土が検出 になっている。1 ～ 18は

長岡京期の溝Ｓ 1 、 ・ は長岡京期の溝Ｓ の 土である。長岡京期の遺構も縄文時代
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の遺構も同 く 層を り いた後に検出できる。

ト ン は、かつての調査地 に重 して 定したた 、 及び北 の土層 積状 が

できず、東 のみを できた。 のト ン 同 、 土の下に ～３層の い 平層が 積

しており、遺構検出 である 層上 は 平である。７層は縄文時代の遺構 土である。ト ン

は大きく の 状をしているが、東西方向 分では調査 を に大 の が見られる

分と、 れ のか所に分かれ地 が異なる。 層は東 の８層であり、この を明

らかにするた 定した地層確認 の断 りの断 の３層に当たり、 と考えられる。北

で 接する右京第94 次調査 ト ン ・第94 次調査では、右京第94 次調査 ト ン で

集していた縄文時代の遺構がまったく検出できなかったが、今回の調査でも右京第94 次調査

ト ン に接した 分では縄文時代の遺構は検出できなかった。右京第94 次調査で 崖から

に及 調査を した 、縄文時代の遺構 の となる 層とは異なる時期の が

となっていることが判明した。 層から縄文時代後期の土器が出土している。右京第94 次調

査地では、 内期の竪穴式住居跡が 見されていることから、縄文時代後期から 内期までに

積し地 が安定したことになる。よって断ち りで確認できた ・ 層と３層とは の関係

であると判断される。

（3）検出遺構 第 ～ 14

①長岡京期 第 ・ ・

溝ＳＤ01　右京第94 次調査地内で検出したＳ と する長岡京期の溝である。Ｓ の

土 分に する地 では、溝 で検出した柱穴 Ｓ 1 があり、 の中に直 の

の が平らな を上にして えられていた。 は 地の石 ではないことから、土 に

してこの 分に が られており、 の を える柱穴と考えられる。右京第9 次調

査では多くの が出土したが、今回の調査では の出土が確認できた。これら溝の は東で

北に７ 振っており、長岡京の計画 が 北であることと異なる特 を つ。検出長３ 、

３ 、検出 からの さ を る。

溝ＳＤ02　Ｓ 1に する溝である。これまでの調査で約 分を検出している。溝の西

では に 約 と くなる。この 分に が想定でき、土 の が できる。検

出長 、 、検出 からの さ1 を る。

溝ＳＤ79　 Ｓ 8と重 する 北方向の溝で、Ｓ 8より しい。Ｓ 8の 土に長岡京期

の遺物が まれることから、溝は長岡京期より しいことが確認できた。右京第9 次調査では

この溝と する溝を約 東で検出している。溝の は北で 西に振る。この振り は、

周辺の同時期の遺構と同 である。

掘立柱建物跡ＳＢ300　Ｓ 181・1 ・1 ・ が柱穴となる掘立柱建物跡である。柱掘 は

方 である。右京第9 次のＳ ・ 9がＳ の柱掘 となる。右京第9 次調査では柱 き

り から が出土していた。建物は 調査の 、 北 上、東西 の 北 に 元で

き、建物の は北で７ 西に振る。この振り は周辺の長岡京期の遺構と同 である。
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第 　長岡京跡右京第988次調査　 ト ン 北 遺構平 　
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第 　長岡京跡右京第988次調査　 ト ン 遺構平 　

②古墳時代 第 ・８・

溝ＳＤ160　東西方向の古墳時代後期の溝である。 に 積と考えられる で ま

っていた。右京第94 次調査 ト ン のＳ に く遺構である。今回の調査地では直 状に

掘 されているが前回の調査 分では している。検出長 、 、検出 からの さ

18 である。

落ち込み状遺構ＳＸ205　 ト ン 西端 で検出した落ち込み状の大 の遺構で、右京第
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第７ 　長岡京跡右京第988次調査　 ・３ト ン 遺構平

9 次調査のＳＸ9 につながる遺構である。出土遺物には縄文土器の か、 内期の土 器、古

墳時代後期の 器がある。検出 からの さは である。

③縄文時代

竪穴式住居跡ＳＨ89 第 ・1 　右京第9 次調査では落ち込み状遺構ＳＸ1 4、右京第984

次調査ではＳＸ 8として った竪穴式住居跡である。竪穴式住居跡 辺 分は近 の溝によって

されている。また、溝の は 平されて いた 、 は検出できなかった。住居 で

多くの柱穴・土坑を検出したが、多くの遺構が住居跡と同 の の 土であったた 、住居に

ものかど かの判別はできなかった。 中 には 跡であるＳＸ148 が する。平

が長 を する い 状の土坑で、土坑 西 に 土層が く 積していた。北東 は、

土坑の掘 まで 土がない 分が、 北方向に直 に確認できる。 土端もこの 分で

れていることから らかの構 物があったものと想定できる。右京第9 次調査のＳ 8や第94

次調査３ト ン Ｓ の は、住居内のおお 北 に東西方向に大きな を えている

構 が確認できた。この住居の 跡も 北方向に大きな石が えられていたものと想定でき

る。また、石を き った跡と想定できる の でも検出 の異なる た 分が す

ることから 跡の り変えなども想定できる。出土遺物は に多く、北白川Ｃ 式の土器が大

であるが、 の北白川上層式、元住吉山式土器が まれている。上 したよ に竪穴式住居

跡廃 後に掘られた遺構が したものと考えられる。土器の は多いが接 が く、住
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居廃 時に 遺物ではなく、住居のく みに てられた土器である が い。東西方向

、 北方向 に 元でき、検出 からの さは1 である。

竪穴式住居跡ＳＨ85 第 ・11 　右京第9 次調査Ｓ 14 につながる遺構で、今回の調査

により竪穴式住居跡と判明した。遺構 でＳ 1 1、Ｓ 1 の土坑を検出することができた。

第８ 　長岡京跡右京第988次調査　 ト ン 遺構平 　
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なお、右京第9 次調査Ｓ 14 は竪穴式住居跡とＳ 1 1の 長 が重なり い、 定 な

を していたものと考えられる。住居 の 西 には 土が確認できた。出土遺物は縄文時代

中期の北白川Ｃ式が で、 しい時期のものが する。東西方向4 、 北方向 4 、

検出 からの さ を る。

竪穴式住居跡ＳＨ78 第 ・11 　 ト ン 中 分で検出した竪穴式住居跡である。右

京第9 次調査では土坑と認 していた遺構で、今回の調査により竪穴式住居跡と判明した。遺

構検出 近では に見え、 り 土内から に り や 器の が出土

している。このた 当 は長岡京期の土坑として掘 し たが、下層において 土を検出した。

第 　長岡京跡右京第988次調査　長岡京期及び古墳時代遺構断 　
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第1 　長岡京跡右京第988次調査

 ト ン 竪穴式住居跡Ｓ 89・ ト ン 竪穴式住居跡Ｓ 1 　

の住居跡の 土は 土で遺構検出 の土層と していたた 、上 で検出した の

まま掘り が、 から遺構の を っていくことによって方 の竪穴式住居跡であるこ

とが判明した。中 の 跡と考えられる 分には直 の の 土が されていた。 に

は検出できなかった。遺物は なく、元住吉山式と考えられる遺物のみであった。東西

、 北 、検出 からの さ である。

竪穴式住居跡ＳＨ107 第 　調査 内で北東辺 分のみを検出した大 の遺構で、 か

ら竪穴式住居跡と考えられる。 土からは縄文土器が出土している。一辺の長さは約 で、検

出 からの さは1 である。 
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竪穴式住居跡ＳＨ166 第８・1 　 ト ン で検出した の竪穴式住居跡である。右京

第94 次調査 ト ン Ｓ 1の 長 分である。今回の 掘調査では３つの遺構が重なる構

になった。Ｓ 1 の断 の 、竪穴式住居跡の検出 から り込まれた土坑が確認できた。

竪穴式住居跡とこの土坑検出時の土を した 、元住吉山式土器と 、 の石 を い

た平 の 、 などが出土した。なお、右京第94 次調査でも が出土している。直

約 、検出 からの さ1 を る。

第11 　長岡京跡右京第988次調査  ト ン 竪穴式住居跡Ｓ 8・8 　
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第1 　長岡京跡右京第988次調査　 ト ン 崖ＳＸ199 　

竪穴式住居跡ＳＨ192 第 　Ｓ 8 の北西 で検出した竪穴式住居跡で、北東辺のみが検

出できた。 には 土が か所確認できた。北東辺の長さ 、検出 からの さ である。

崖ＳＸ199 第 ・1 　 ト ン 北 で検出した縄文時代の崖である。 の調査地に

る崖 は中 後の 川の によるもので、この 分 が り されて縄文時代の崖が っ

たものと考えられる。崖 は4 度の をもつことから、この崖もある時期の 川 によ

って されたものと考えられる。 積土中には北白川上層３式の土器が多く まれ、崖上方か

ら てられたものである。時期の異なる遺物は と どなく、検出 上 から り込 遺構もあ

ることから 積物で くに したものと考えられる。近くには縄文時代中期の住居跡があるに

もかか らず遺物が と ど まれず、縄文時代前期前葉の遺物で たされていることは、崖の

が中期 後になされたと考えることが 当である。層 には遺物の廃 には の時期

があり、大 の は 積土中位 近に多く認 られる 向があった。

土坑ＳＫ08 第７ 　３ト ン で検出した土坑で、北東 が調査 に びる。遺構内か

ら北白川Ｃ式の土器が出土した。遺構の 大 は 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ10 第７ 　３ト ン でＳ 1と重 して検出した平 が を する土坑

である。遺構内から北白川Ｃ式の土器が出土した。長 9 、 、検出 からの さ

を る。
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土坑ＳＫ14 第７ 　３ト ン 北西 で検出した土坑で、 は確定できない。検出

からの さは1 を り、土坑内から の 石が出土した。

土坑ＳＫ15 第７ 　 ト ン 東端で検出した大 の土坑で、 土から北白川上層式の

土器が出土した。調査 の に遺構が くた は 明である。 大 は1 4 、検出 から

の さ1 を る。

土坑ＳＫ22 第７ 　３ト ン で検出した土坑で、遺構の多くの 分が調査 である。

検出 大長は8 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ25 第７ 　３ト ン で検出した の土坑で、一 が調査 に びる。遺

構内からは北白川Ｃ式の土器が出土した。長 9 、 約 、検出 からの さ1 を

る。

土坑ＳＫ27 第 　 ト ン 端 の 北 で検出した の土坑である。土坑内か

ら 文の縄文土器が出土した。直 4 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ32 第 　 ト ン で検出した の土坑である。内 から元住吉山式

の土器が出土した。長 、 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ44 第 　 ト ン で検出した 長方 の土坑でＳ 11 と重 するが、 土

坑の が する。土坑内からは北白川Ｃ式の土器が出土した。長辺1 、 辺 、検出

からの さ1 を る。

土坑ＳＫ71 第 　 ト ン Ｓ の で検出した の土坑である。土坑内から元

住吉山式の土器が出土した。直 4 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ73 第 ・1 　 ト ン Ｓ 8 北 で検出した の土坑である。直 、

検出 からの さ を る。遺構検出 でまとまった土器が出土し、 の土器 を り る

と ト の 平な を検出した。さらに の下にも土器が した。土器 土坑の

もある。 を よ に の土器が３ えられていた。

土坑ＳＫ75 第 　 ト ン Ｓ 8 北 に 接したＳ 上 から り込まれた の

土坑である。土坑内から北白川Ｃ式の土器が出土した。直 、検出 からの さ1 を る。

土坑ＳＫ76 第 　 ト ン Ｓ 8 北 に 接する 定 の土坑である。土坑内には

大長が 前後の が した。出土遺物には北白川Ｃ式の土器がある。 大長 、

1 、検出 からの さ1 を る。

土坑ＳＫ90 第 ・14 　 ト ン Ｓ 89の西 で検出した長方 の い土坑で、 は一

に平らであった。土坑内から北白川Ｃ式の土器が出土した。長辺1 9 、 辺 9 、検出 か

らの さ を る。

土坑ＳＫ91 第 ・14 　 ト ン Ｓ 89の西 で検出した の土坑である。土坑内か

ら縄文時代後期の 文土器が出土した。直 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ122 第 　 ト ン Ｓ 89の西 で検出した柱穴の がある の土坑

で、土坑内から北白川Ｃ式の土器が出土した。直 、 さ を る。
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土坑ＳＫ123 第 ・1 　 ト ン 端で検出したＳ 1 4と する の土坑であ

る。長さ ～ の が されていた。土坑内から縄文土器 が出土した。長 1 1 、

8 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ124 第 ・1 　 ト ン 端で検出したＳ 1 と する長 の土坑で

ある。土坑内から北白川Ｃ式の土器と 文土器が して出土した。Ｓ 1 9と重 するた

遺物が した が考えられる。長 1 、 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ136 第 ・14 　 ト ン Ｓ 89 で検出した の土坑である。 土は３層

に 分でき、上層に 物が認 られた。北白川Ｃ式の土器が に 層から出土した。直

8 、検出 からの さ4 を る。　

土坑ＳＫ146 第 ・14 　 ト ン Ｓ 89 のＳ 1 北 で検出した の土坑であ

る。 土は３層に 分でき、上層に 物が認 られた。北白川Ｃ式の土器が に 層から出土

した。直 8 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ147 第 ・14 　 ト ン Ｓ 89 で検出した の土坑である。 土は 層

に 分でき、上層に 物が認 られた。 層は に く、石 を まない 土であった。

北白川Ｃ式の土器と考えられる が 層から出土した。直 8 、検出 からの さ を

る。

土坑ＳＫ152 第 ・11・14 　 ト ン Ｓ 8 で検出した土坑である。 状は 定

で右京第9 次調査地に く。もっとも長い 分が前回の調査とあ て 、 れに直 する

が 9 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ154 第 ・14 　 ト ン Ｓ 1・ で検出した土坑である。一 が によ

り しないが、 を していたと考えられる。 長 、検出 からの さ である。

土坑ＳＫ159 第 ・1 　 ト ン 端で検出したＳ 1 ・1 4と重 する長 の土

坑である。土坑内から縄文土器が出土しているが のた 時期が 明である。 に 石が出土

している。長 1 4 、 1 1 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ161 第 ・11・14 　 ト ン Ｓ 8 で検出した土坑である。 状は 定

で右京第9 次調査地に く。もっとも長い 分が前回の調査とあ て 、 れに直 する

が 8 、検出 からの さ1 を る。

土坑ＳＫ162 第 　 ト ン Ｓ 9 と重 し、 する土坑である。右京第9 次調査

のＳ 1につながる長い土坑で、土坑内から北白川Ｃ式の土器が出土した。検出長は 、

1 1 、検出 からの さ4 を る。

土坑ＳＫ169 第８ 　 ト ン 中 分で検出した の い土坑である。土坑内から

り 石 が出土した。直 1 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ181 第８ 　 ト ン 東端 ンにかかるよ に検出した土坑である。遺構

は東 に びるた は 明であるが、 ト ン 東 断 の７の土層に し、北白川Ｃ

式土器が に り いた状 で出土した。 北長は で、検出 からの さ1 を る。
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第1 　長岡京跡右京第988次調査　 ト ン 検出遺構
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第14 　長岡京跡右京第988次調査　 ト ン 検出遺構断
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土坑ＳＫ193 第 ・14 　 ト ン ＳＸ199東 で検出した 状の 土坑である。直

1 、 さ1 を る。

土坑ＳＫ194 第 　 ト ン Ｓ 北 で検出した長 の土坑で、土坑内から北白

川Ｃ式の土器が出土した。長 1 4 、 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ195 第 　 ト ン Ｓ の で検出した土坑で、多くは前回の調査地

き、北白川Ｃ式の土器が出土した。検出長1 1 、 、検出 からの さ4 を る。

土坑ＳＫ198 第 ・14 　 ト ン のＳＸ199を掘り込 土坑で、 が のた

れている。遺物は出土しなかったが、ＳＸ199が まった後に掘 されたことが かる。 大

３ 、検出 からの さ である。

土坑ＳＫ200 第 ・14 　 ト ン ＳＸ199の北 にある の土坑である。 な遺物

は認 られなかったが、 土 から縄文時代のものと判断した。直 、検出 からの さ

8 を る。右京第9 次調査でも の同 な い土坑を検出しており、 柱や掘立柱建物が

した も考えられるが、建物としてはまとまらなかった。

土坑ＳＫ201 第 ・14 　 ト ン ＳＸ199の北 にある 方 の土坑である。一辺が

、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ202 第 ・14 　 ト ン 北 で検出した 方 の土坑である。土坑内

からは縄文土器 が出土した。直 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ203 第 ・1 ・14 　 ト ン 北 で検出した の土坑である。右京第

9 次調査のＳ 8と同一遺構で、 の西 である。土坑内からは 文土器がまとまって出土

した。一辺1 1 、検出 からの さ を る。

土坑ＳＫ204 第 　 ト ン 北 で検出した 定 の土坑でＳ に り込まれてい

る。 大長 、 1 1 、検出 からの さ1 を る。

土坑ＳＫ207 第 ・1 　 ト ン 北 で検出した の土坑で、 定 の土坑Ｓ 4

を り込 で掘 されている。土坑内から北白川Ｃ式、北白川上層式の土器が出土した。直

1 、検出 からの さ4 を る。

土坑ＳＫ208 第 ・14 　 ト ン 北 で検出した の土坑である。 土から縄

文時代の遺構と考えられる。直 8 、検出 からの さ を る。

柱穴ＳＰ06 第７ 　３ト ン 中 で検出した の柱穴である。中 に柱 跡と考

えられる 分が した。柱穴内から北白川Ｃ式の土器が出土した。直 4 、検出 からの

さ1 を る。

柱穴ＳＰ20 第７ 　３ト ン 東 で検出した の柱穴である。柱穴内から北白川 式

の土器が出土した。直 、検出 からの さ を る。　

柱穴ＳＰ21 第７  Ｓ と重 して検出した の柱穴である。柱穴内から 文の縄文土

器 が出土した。直 4 、検出 からの さ1 を る。

柱穴ＳＰ24 第７ 　３ト ン Ｓ ・Ｓ 1 と重 して検出した柱穴で、Ｓ 1 に
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すると考えられる。柱穴内から北白川Ｃ式の土器が出土した。直 、検出 からの さ

1 を る。

柱穴ＳＰ28 第 　 ト ン 端 の 路関連 による の北 で検出した の

柱穴で、柱穴内から元住吉山式の土器 が出土した。直 、検出 からの さ1 を る。

柱穴ＳＰ66 第 　 ト ン Ｓ 89 のＳ 14 を り込 の柱穴である。柱穴内

から北白川Ｃ式の土器が出土した。直 、検出 からの さ1 を る。

柱穴ＳＰ74 第 　 ト ン Ｓ 8 で検出した の柱穴である。柱穴内から縄

文土器 が出土した。

柱穴ＳＰ112 第 　 ト ン Ｓ 44を り込 の柱穴である。柱穴内から北白川Ｃ

式の土器が出土した。直 、検出 からの さ を る。　

柱穴ＳＰ115 第 　 ト ン Ｓ 89 で検出した の柱穴である。Ｓ 11 を り

込 で掘 されている。柱穴内から北白川Ｃ式の土器が出土した。直 、検出 からの

さ を る。

柱穴ＳＰ116 第 　 ト ン Ｓ 89 で検出した の柱穴である。柱穴内から北白

川Ｃ式の土器が出土した。直 4 、検出 からの さ1 を る。

柱穴ＳＰ120 第 　 ト ン Ｓ 89 で検出した の柱穴である。元住吉山式の土

器が出土した。直 、検出 からの さ1 を る。

柱穴ＳＰ128 第1 　 ト ン Ｓ 89 で検出した の柱穴である。柱穴内から北白

川Ｃ式の土器が出土した。直 、検出 からの さ4 を る。

柱穴ＳＰ129 第1 　 ト ン Ｓ 89 で検出した の柱穴である。柱穴内から北白

川Ｃ式の土器が出土した。直 、検出 からの さ を る。

柱穴ＳＰ130 第1 　 ト ン Ｓ 89 で検出した の柱穴である。柱穴内から北白

川Ｃ式の土器が出土した。直 4 、検出 からの さ を る。

柱穴ＳＰ131 第1 　 ト ン Ｓ 89 で検出した の柱穴である。柱穴内から石器

が出土した。直 、検出 からの さ1 を る。

柱穴ＳＰ135 第1 　 ト ン Ｓ 89 で検出した の柱穴である。柱穴内から北白

川Ｃ式の土器が出土した。直 、検出 からの さ1 を る。

柱穴ＳＰ137 第1 　 ト ン Ｓ 89 で検出した の柱穴である。柱穴内から縄文

土器 が出土した。直 1 、検出 からの さ4 を る。

柱穴ＳＰ149 第 　 ト ン Ｓ 8 で検出した の柱穴である。柱穴内から北白

川Ｃ式の土器が出土した。直 、検出 からの さ を る。

柱穴ＳＰ150 第 　 ト ン Ｓ 8 で検出した の柱穴である。柱穴内から北白

川Ｃ式の土器が出土した。Ｓ 149に り込まれる。直 4 、検出 からの さ を る。

柱穴ＳＰ151 第 　 ト ン Ｓ 8 で検出した の柱穴である。柱穴内から北白

川Ｃ式の土器が出土した。直 、検出 からの さ1 を る。
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４．出土遺物

１）土器・土製品

縄文土器については を別 したことから な にとど ることとする。

（1）長岡京跡右京第984次（7ANOOD- ９）調査 第1 ～ 18

大型落ち込み状遺構ＳＸ08　遺構内から北白川Ｃ式の土器がまとまって出土している。1 ～

は大 状 を つ 文 の である。 の は四 く をなしており、土器の内

に向いた では で く 画した中に し きした で 文する。この土器は が に

よく同一 は かに しない。 ・ ・1 ・1 ・ 1・ ・ ・ は 平 を ち、 直

下にす 文 が る 文 である。８～ 1 、1 ・14・1 ・18・ ・ ・ 9は が

する 文 である。 ・1 ・1 のよ に 内 にも縄文が されるものもある。19は 平

を ち の中に 画文を に連 た土器で、 画接 上 には による

が されている。 ・ 8は 石を 土を つ平 である。 によって らかな

を つ を り上 ている。 の には 文が される。 ・ 4・4 は縄文 文後、

状 によって多重 文を した である。上 が することから と考えられ、14に

見られるよ な が する と み られると考えられる。 4・ ・ 1は器 が

平 に調 された で、 の縄文土器とは異なるもので後期前葉に するものと考えられる。

は 文 で、 は 状の で に られる。 は 内 端 に く縄文が さ

れた 文 である。 ・ 8～ 41・4 ～ 4 は 文 である。48 ～ は である。

土坑ＳＫ02　 は に縄文が された である。 4は縄文時代後期後葉の 文土

器の である。 は縄文時代中期 の北白川Ｃ式土器の である。Ｓ からは時期

の異なる土器が出土している。

土坑ＳＫ05　 は 文 で、 が ずかに する。 は縄文が された 文

の である。 8は縄文の された である。これらの土器はいずれも北白川Ｃ式土器で

ある。

土坑ＳＫ06　 できる遺物は縄文土器 のみである。 ～ は の である。

土坑ＳＫ12　 9は縄文時代後期後葉の 文土器の である。

土坑ＳＫ14　 は によって に 画した北白川Ｃ式土器の 文 である。

方向の 画が接する 分の上 には、 状の による が確認できる。

土坑ＳＫ16 　 1は に多重 が される北白川Ｃ式土器の 文 であ

る。

土坑ＳＫ20　 ・ 8は北白川Ｃ式土器の 文 である。 は に縄文の された

北白川Ｃ式土器の 文 である。

土坑ＳＫ21　 は北白川Ｃ式土器の 文 である。 は が された後期後葉の

文土器の である。

土坑ＳＫ24　 1は縄文が された北白川Ｃ式土器の 文 である。 4は が
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第1 　長岡京跡右京第984次調査　大 落ち込み状遺構ＳＸ 8出土縄文土器
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第1 　長岡京跡右京第984次調査　大 落ち込み状遺構ＳＸ 8出土縄文土器
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第1 　長岡京跡右京第984次調査　大 落ち込み状遺構ＳＸ 8出土縄文土器 ３

する北白川Ｃ式土器の 文 である。

土坑ＳＫ26　 9は北白川Ｃ式土器の 文 である。 端 には による

が される。

土坑ＳＫ27　 は小 のた はっきりしないが、縄文時代後期前葉の 内式土器の と

考えられる。

（2）長岡京跡右京第988次（7ANOOD-10）調査 第19 ～ 4
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第18 　長岡京跡右京第984次調査　遺構出土縄文土器

①長岡京期 第19

溝ＳＤ01　 は 器の である。 8は 器の で は かない。 9は 器

の である。8 は の である。8 ・84は平 である。今回の調査では は出土

ず、 接地で調査した右京第9 次に ると出土量は 端に した。

溝ＳＤ02　8 は の である。これまでの調査で見つかった土器に ると、この

には の り 方に古い が認 られる。81は 器の で、 に 状のつまみが が

れた跡が る。

②古墳時代 第

溝ＳＤ106　8 は の 器 である。8 は 器の である。8 は土 器の

である。88は土 器の で、 は 方向の 、内 は で調 される。
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第19 　長岡京跡右京第984次調査　溝Ｓ 1・ 出土遺物

落ち込み状遺構ＳＸ205　89は の 器 である。この遺構からは縄文時代から

の遺物が するが、この 器が時期の かるものでは も しい遺物である。9 は古墳時代

の が で調 された の である。91は 土の接 がよく っている土 器の

の である。

③縄文時代

竪穴式住居跡ＳＨ89 第 1 ～ 　9 ～ 1 は 状 を つ北白川Ｃ式土器の である。

1 は に 調 のみで ずかに による 文が されるが、 に大きな に 元
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第 　長岡京跡右京第988次調査　古墳時代遺構出土遺物

できるもので、こ した土器の中では文 が ないことが される。1 は を

によって 方向に に 画し、 の り 分が 出する。1 8は 状 を つ で、

器 には大きく した跡が する。 状 などが られていた が い。1 9 ～

1 8・14 ・141・14 ～ 148は 状 を つ である。1 9は によって 方向に 状

に 画していく である。14 ・144は に縄文を した後、 によって 文した

である。小 のた が 状を したかは 明である。149は縄文と で 文された

である。小 のた が 状を したかは 明である。14 は つに分かれる 出

を つ である。 によって の 状に って 文されている。1 ～ 1 ・1 は

によく た 調・ 土を す である。しかしながら1 ・1 1は平 で、1 ・1 は 状

の を している。 の は 近には 文されず、 の下から 文が さ

れる。1 ～ 1 ・1 は特 が した土器 であるが接 は しない。いずれも を

さ た土器で、 との 分を上から を し 出さ る。 分から下は多重

文が される。1 は が しているが同 のものと考えられる。1 には 後に

された穴が か所 する。1 1もまた 分から下は多重 文が される であるが、

1 とは 土が しく異なる。1 は を さ 、 の から下に 文が された

であるが、上 の1 ～ 1 ・1 と文 が異なる。1 4～ 18 は平 の である。

1 は した 分の下 を で 状に 文している。18 ～ は平 の で

ある。189は を すよ に 状 が られている。 ～ 11・ 1 ・ 19は平 の 文

である。 1 ・ 1 は 文 である。 14は 文 で、 端に が さ

れているが上 は ずかに している。 1 ～ 18・ ～ ・ は 文 である。

4・ は 土に大きな を まないよく た 文 の である。 は が さ

れ 端 に縄文を つ である。 8は平 の による 文をもつ 文 である。 9

は く 状に する を つ 文 である。 は が く 状に し、

に縄文を し、 に を く で、 土は を と ど まず、 に られ
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第 1 　長岡京跡右京第988次調査　竪穴式住居跡Ｓ 89出土縄文土器
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第 　長岡京跡右京第988次調査　竪穴式住居跡Ｓ 89出土縄文土器
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第 　長岡京跡右京第988次調査　竪穴式住居跡Ｓ 89出土縄文土器 ３

ている。 1 ～ は北白川Ｃ式土器の 及び である。 は を すよ に 状

が られている。 4は大きな 状 をもつ と考えられる。 8は 方向に 画

を らす 文 である。 ～ 9は北白川Ｃ式土器の 文 である。 8 は土器を

した である。

81 ～ 84は北白川上層式土器の 文 である。 81・ 8 は した に縄
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第 4 　長岡京跡右京第988次調査　竪穴式住居跡Ｓ 89出土縄文土器

文があり、 の下から 方向に多条の い が される。 8 ・ 84は 内 に縄文が 文

されている。 8 ～ 8 は 文土器で元住吉山式土器と考えられる 文 である。

81 ～ 8 は北白川Ｃ式土器 の土器であり、 できるもののす てである。

88 ～ 1 は北白川Ｃ式土器の である。 89は と縄文によって が 文される。

9 は に 向するよ に 状の 文が され、器 近くにまで 文が認

られ を するよ に された 分も認 られる。 91は の地 と接するか所と器

近に縄文が される。 9 は に縄文が された である。

堅穴式住居跡ＳＨ85 第 　 1 ～ ・ 9・ の縄文土器が出土している。 1 ～ 4・

・ ・ は北白川Ｃ式土器である。 は器 が く 石を でいることから縄文時代

後期のものと考えられる。 9は縄文時代後期後葉の 文土器で、器 に と の 状

が認 られる。出土遺物の大 が北白川Ｃ式土器である。

竪穴式住居跡ＳＨ78 第 　 8は北白川上層式土器の 状 をもつ 文 であ
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第 　長岡京跡右京第988次調査　竪穴式住居跡Ｓ 89出土縄文土器
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第 　長岡京跡右京第988次調査　竪穴式住居跡Ｓ 89出土縄文土器 ７
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第 8 　長岡京跡右京第988次調査　竪穴式住居跡Ｓ 89出土縄文土器 ８



京都第二 環状道路関係遺跡平 1 年度 掘調査
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第 1 　長岡京跡右京第988次調査　竪穴式住居跡Ｓ 89出土縄文土器 11

る。これ に できる遺物は見当たらなかった。

竪穴式住居跡ＳＨ107 第 　 ・ は 石を 特 な 土を つ土器の であ

る。 は と考えられる。縄文時代後期に すものである。

竪穴式住居跡ＳＨ166 第 　 1は 文土器の で、元住吉山式土器と考えられる。 

崖ＳＸ199 第 4 ～ 44 　この遺構からは北白川上層式の土器がまとまって出土した。土器

から北白川上層式 期の 、３期の古層に位 られるが、ここでは３期として名 を

いている。

4 ～ 41は北白川上層式３期の 状 を つ 文 である。 4は に 直方向の多条

の が されている。 は小 で きが からないが、 4・ 4 と同 よ な の と

考えられる。 4 は の遺 状 がよく は か所に 元できる。 4 は を に り

た土器で 文 に分 したが、内 が平 に 上 られている の もある。 4

は の りが く 状の 元が しいが、 状 を つ 文 であった が

い。 内 は ずかに し、端 に 条が 文される。

44は 内 に を れ、 状に 状を えた 文 である。 4 ・ 4 ～

は 、内 あるいは の 方に縄文が された平 の である。

・ 4・ ～ は が 内 を回る平 文 である。 ～ 8 は 文

である。 9は 端 に が されている。

81 ～ 9 ・414は 内式土器の を た ツ の を つ 文 である。変 が

大きいことから北白川上層式３期として特に では別の 式として 分しなかった。 8 ～

9 は器 に 方向の が多条に認 られる。 9 は 8 ・ 88に見られるよ に 接した多条

の が回るものであるが、やや内 することから の も 定できない。 91 ～ 9 は
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第 　長岡京跡右京第988次調査　竪穴式住居跡Ｓ 8・8 ・1 ・1 出土縄文土器

端 が く収まる に られた である。 94は長い を つ の

及び である。 9 ・4 ・4 1は同一 である が い。

4 ～ 4 8・4 は北白川上層式３期の 文 である。4 9は縄文の された 文 の

である。4 ～ 4 8・4 は い多条の が 直方向に される。41 は状 が く 文

土器の もある。

4 1・4 は から において が回る 文 である。4 は が 直で にか

てやや がる 文 である。4 4は が く 文 の である。4 は多条の が
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第 4 　長岡京跡右京第988次調査　崖ＳＸ199出土縄文土器
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第 　長岡京跡右京第988次調査　崖ＳＸ199出土縄文土器
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第 　長岡京跡右京第988次調査　崖ＳＸ199出土縄文土器３
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回る 文 である。4 ～ 4 9は 文 である。44 ～ 44 は を つ で、 に縄

文が 文される。444は 文の である。44 は 内 を さ 文を した 文

である。44 は 内 に と し によって 文された 文 である。44 は内 が

で 文された 文 である。448は に 文が された 文 である。449は内

に と 文が された 文 である。4 ・4 は に が る 文 であ

る。4 1は 内 の か所に い 土 が られた 文 である。4 ～ 4 は 文の
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第 8 　長岡京跡右京第988次調査　崖ＳＸ199出土縄文土器
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第 9 　長岡京跡右京第988次調査　崖ＳＸ199出土縄文土器
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第4 　長岡京跡右京第988次調査　崖ＳＸ199出土縄文土器 ７
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第41 　長岡京跡右京第988次調査　崖ＳＸ199出土縄文土器 ８
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第4 　長岡京跡右京第988次調査　崖ＳＸ199出土縄文土器
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第4 　長岡京跡右京第988次調査　崖ＳＸ199出土縄文土器 1
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第44 　長岡京跡右京第988次調査　崖ＳＸ199出土縄文土器 11
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である。

4 ～ 4 9は縄文土器 である。4 ・4 は で、4 ・4 9は に特定できる。

4 は縄文時代後期前葉の四ツ池式土器 文 である。 のた 器 の状 が に

い。4 1・4 は中期 の北白川Ｃ式土器の 状 を つ 文 である。

土坑ＳＫ08 第4 　4 は北白川Ｃ式土器の が する平 の 文 である。

土坑ＳＫ10 第4 　4 4 ～ 48 は北白川Ｃ式土器の である。48 はす て 文で

ある。4 は 状 を つ である。

土坑ＳＫ15 第4 　48 は北白川上層式土器の 文 である。

土坑ＳＫ22 第4 　48 は北白川上層式土器の 内 文 である。

土坑ＳＫ25 第4 　488は北白川Ｃ式土器の が する平 の 文 である。

土坑ＳＫ27 第4 　489は器 に条 が る 文土器で、縄文時代後期後葉と考えられる。

土坑ＳＫ32 第4 　49 は 文土器の である。

土坑ＳＫ44 第4 　49 ・49 はいずれも北白川Ｃ式土器の で、49 は 文が される。

土坑ＳＫ71 第4 　491・494 ～ 49 はいずれも後期後葉の 文土器である。元住吉山式

土器と考えられる。

土坑ＳＫ73 第4 ・4 　499 ～ はいずれも 文の で、縄文時代晩期滋賀里Ⅲ式土器

である。この時期の遺構はＳ のみである。

土坑ＳＫ75 第4 　 は北白川Ｃ式土器の 文 である。

土坑ＳＫ76 第4 　498は北白川Ｃ式土器の平 文 である。

土坑ＳＫ90 第4 　 4 ～ は北白川Ｃ式土器の 文 である。

土坑ＳＫ91 第4 　 8・ 9は 文土器の である。 8は の 状 と が確

認できる。

土坑ＳＫ122 第4 　 1 ・ 11・ 1 は北白川Ｃ式土器である。 1 は縄文が に さ

れた 文の である。 11・ 1 は 文 である。

土坑ＳＫ124 第4 　 1 は縄文時代後期後葉の である。 14・ 1 ～ 4は北白川Ｃ式

土器である。

土坑ＳＫ136 第4 　 は北白川Ｃ式土器の 文 である。

土坑ＳＫ146 第4 　 ～ 1は北白川Ｃ式土器である。 8・ 9・ は 状 をもつ

文 である。 は端 に縄文が された である。 1・ 4は平 の である。

は に を連 して 文した 文 である。 ・ ・ ・ ・ 8～ 4 ・

4 ～ は 文 の である。 44・ 1は の である。

土坑ＳＫ162 第48 　 ～ は北白川Ｃ式土器の である。 は 状 を する。

土坑ＳＫ181 第48 　 8は北白川Ｃ式土器の 文 である。

土坑ＳＫ194 第48 　 9は北白川Ｃ式土器の 文 である。

土坑ＳＫ195 第48 　 ～ は北白川Ｃ式土器の 文 である。
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第4 　長岡京跡右京第988次調査　土坑出土縄文土器 ３

土坑ＳＫ201 第48 　 ・ ・ は北白川Ｃ式土器である。 は 状を し、大きく

される。 ・ は 文 の である。

土坑ＳＫ202 第48 　 は 文の である。 9は 文 の である。 4は

北白川上層式土器の 文 である。

土坑ＳＫ203 第48 　 4・ ～ はいずれも北白川上層式の 文土器である。

土坑ＳＫ204 第49 　 ・ はいずれも北白川上層式の土器である。

土坑ＳＫ207 第49 　 ～ 8 が出土した。 8 が北白川Ｃ式、 の が北白川上層式の土

器である。

柱穴ＳＰ06 第 　 88は北白川Ｃ式土器の 文 である。 89は北白川Ｃ式土器の 文

である。
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第49 　長岡京跡右京第988次調査　土坑出土縄文土器

柱穴ＳＰ20 第 　 9 は北白川Ｃ式土器の 状 をもつ 文 である。

柱穴ＳＰ21 第 　 91は縄文後期の 文 である。

柱穴ＳＰ24 第 　 9 は北白川Ｃ式土器の平 文 である。 9 は北白川Ｃ式土器の

文 の である。

柱穴ＳＰ28 第 　 94は 文土器の 文 である。

柱穴ＳＰ66 第 　 9 ～ 98は北白川Ｃ式土器の 文 である。

柱穴ＳＰ74 第 　 99は北白川Ｃ式土器の 文 である。

柱穴ＳＰ112 第 　 は北白川Ｃ式土器の 文 である。　

柱穴ＳＰ115 第 　 1は北白川Ｃ式土器の 文 である。

柱穴ＳＰ116 第 　 は北白川Ｃ式土器の 文 である。

柱穴ＳＰ120 第 　 ・ ・ は 文土器の元住吉山式土器である。 ・ は

文 で、 は 文 である。

柱穴ＳＰ128 第 　 4・ ・ 8は北白川Ｃ式土器の 文 である。

柱穴ＳＰ129 第 　 9・ 1 は北白川Ｃ式土器の 文 である。



京都第二 環状道路関係遺跡平 1 年度 掘調査

第 　長岡京跡右京第988次調査　柱穴出土縄文土器

柱穴ＳＰ130 第 　 11は 土に 石を 文 である。

柱穴ＳＰ135 第 　 14は北白川Ｃ式土器の 文 である。

柱穴ＳＰ137 第 　 1 は北白川上層式土器の 内 の 文 である。

柱穴ＳＰ149 第 　 1 は北白川Ｃ式土器の 文 である。
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柱穴ＳＰ150 第 　 1 は北白川Ｃ式土器の 文 である。

柱穴ＳＰ151 第 　 1 は北白川Ｃ式土器の 文 である。

２）石器・石製品　

（1）玉類 第 1 　右京第988次調査 ト ン 竪穴式住居跡Ｓ 1 の 土を 別して出

てきた である。 は の一 である。 1 は 平な に く した後、 からの

によって穴があ られている。約 分は している。 18は に く され、 され

ている。 方向は のた 明である。 19～ 1は 平な に く された の一 で、

は のた 確認できない。 は 平な に く した後、 された である。

方 は が しているた 明であるが、 の が していないことから

であることが かる。 は 平な に く した後、 から されているが、

していない。 4は 平な に く した後、 から されるが していない。

これらの は がなく、一 時に出た も出土していることから とみなすこ

とができる。特に の が多く にかか る が近くに した が

考えられる。

（2）打製石器 第 　 ～ は イト の の 石 である。 は右京第

988次調査 ト ン Ｓ 89、 ・ 9は右京第988次調査 ト ン Ｓ 8 、 ・ 8・ は

右京第988次調査 ト ン Ｓ 1 から出土している。 している石 もす て は の

と変 らない。

1は右京第988次調査 ト ン Ｓ 1 から出土している イト の石 である。 端

には は認 られないが、 の と することは される。

・ ・ は右京第984次調査ＳＸ 8で検出した イト の石器である。 ・ は

状 を つ で られた である。 8は にツ が認 られる 石器であ

る。 には多くの による 跡が されている。

・ 4は イト の 器である。 ともに 長 を い、 の 端 に か

ら がなされている。 は右京第988次調査 ト ン Ｓ 8 、 4は右京第988次調査

第 1 　長岡京跡右京第988次調査　竪穴式住居跡Ｓ 1 出土
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第 　長岡京跡右京第984・988次調査　 石器

ト ン Ｓ 89 で検出したＳ 1 1から出土している。 は右京第988次調査 ト ン Ｓ

8出土の イト 石器である。 8・ 9は右京第988次調査 ト ン ＳＸ199から出

土した。 8は大 の イト で、 れ が な である。この石器が今回の調査で出

土した イトの ち 層出土の石器を てもっとも大きなものである。 9は イ

ト の 長 である。

（3）磨製石器及び礫石器 第 ・ 4

4 は右京第988次調査 ト ン Ｓ 8 で出土した、断 が を する ン の

石 である。 分は が されている。 41・ 4 は右京第988次調査 ト ン Ｓ

89で出土した石 である。 41は に一 があるのみで である。 が さ

れている。石 は の い 石で 状構 が認 られる。 4 は ン の石 の である。
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第 　長岡京跡右京第984・988次調査　石 及び 石器
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第 4 　長岡京跡右京第988次調査　 石器

に る は からの を たことを している。 4 は右京第988次調査 ト ン

Ｓ 8 出土の ン の石 の で、前方からの によって したものと考えられる。

44は右京第988次調査 ト ン Ｓ 1 9から出土した の り 石 である。 4 は右京

第984次調査ＳＸ 8出土の 石である。 となる石 は 石を多く でいる。 4 は右京第

984次調査Ｓ 14出土の の 石である。 4 は右京第988次調査 ト ン 層出土の

石 の 石である。 48は右京第988次調査３ト ン Ｓ 8から出土した石

の 石である。 49は右京第988次調査 ト ン Ｓ 89から出土した の 石である。

は右京第988次調査 ト ン ＳＸ199出土の石 の 石を いた 石である。 1は右京第988

次調査 ト ン Ｓ 89から出土した 石である。石 は 明であるが周辺では 出しない石

である。 は右京第988次調査 ト ン Ｓ 89から出土した 石で、石 は 明であるが

石を 。 は右京第988次調査 ト ン ＳＸ199出土の の 石で、 上端 が前

に り く変 する。 4は右京第988次調査 ト ン ＳＸ199出土の石 の 石である。

は右京第984次調査ＳＸ 8から出土した の で、一 に かれた 分を つ。 は右京第

988次調査 ト ン Ｓ 89から出土した である。 上には に直 する方向に 状

が認 られる。 は右京第988次調査 ト ン Ｓ 1 9から出土した の 石で、

や が認 られる。 8は右京第988次調査 ト ン Ｓ 8 出土の ン の 石である。     
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9・ は右京第988次調査 ト ンＳＸ199から出土した 状に れる な 石を し

た石 である。中 地方で 平石の がある。

５．小泉川流域の縄文集落の変遷

１）はじめに

京都 にお る縄文時代 は大 1 年に 見された北白川 分町遺跡に まる。 地

域では大 遺跡や下 寺遺跡の調査が の 明期にあたる。下 寺遺跡は19 1年に 見さ

れ、19 年に て 掘調査が され、京都にお る代 な縄文時代遺跡として知られるよ

になった。

下 寺遺跡に 接した小泉川は、西山山 に を する 川 流の小 川である。川の

には が し、特に には い が がっている。また、川の流れる地域は大 層

の い 土層が になっており、 川による 層の掘り込みが でなく、 の の

地 下 ～３ で 層に する。下 寺遺跡はこの小泉川 の 位 上に立地してい

る。

平 1 年度から まった京都第二 環状道路の建 に 掘調査によって、小泉川 の

掘調査が に されることに

なった。 の 、 のあり

方や、 たな縄文時代遺跡の

見があり、これまでの周辺の調

査と て多くのことが明ら

かになってきた。特に遺跡の

長や立地の変遷が分かってきて

いる。縄文時代の遺構・遺物が

見されている 所 とに地

の状 を考えていきたい。

２）小泉川左岸の遺跡

第 でみられるよ に小泉

川流域には多くの縄文時代遺跡

が分布している。 の中でも立

地 の遺跡のあり方が かって

おり、遺物量の な３遺跡を

り上 たい。

（1）下海印寺遺跡 流・方

地

下 寺 遺 跡 の 中 域 は、第 　小泉川流域の縄文時代遺跡分布
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19 8年から 次に たる調査によって、 位 上にあるとされてきた。調査された地 では縄

文時代 期の 文土器が 見されており、地 との関係が である。

しかしながら、この 位 の 積物には 文土器を 土石流状のしまりの い り層

なども見られ、縄文時代 期後 から後期 までの に 状地が し、 積物が いか さ

っている も 定できない。近接する同 地 である西条地 右京第9 次調査 岡

1 では地 下 度で 層である大 層 の 土が検出できた。 の上にしまりの

い 大の を 積層が した。検出できた遺構は 内期が も古く、近くで縄文時代の

遺物が多いにもかか らず遺構を検出することができなかった。

西条地 よりも川に近い 流地 では、 よりも下位の平 から縄文時代後期の中津

式、里 式の土器が土坑や 層から出土している。下 寺遺跡の中 な時期と同 であ

る。調査地 は 時代、中 の崖 が されている。

西条地 東 の上内 地 中川 か 9・岡 か 1 でも平 が されている。 掘

調査の 、 内期の竪穴式住居跡を 古期の遺構とする平 で、 となる

から縄文土器 が出土している。縄文土器 には縄文が されている。この では、 かに古墳

時代中期～後期、中 の遺構が検出されているが、古墳時代 には、 の掘り込みを

積物が認 られる。

上のことから、下 寺周辺では３つの 立期の異なる遺構 があることが かる。 つは

縄文時代 期 前に された下 寺遺跡中 、 は縄文時代後期 前に された

流地 、縄文時代から 内期までの に された上内 地 である。

（2）伊賀寺遺跡 第 ・ ～

伊賀寺遺跡の調査は大 が京都第二 環状道路建 に によるものであるが、調査年度

が異なることや、調査 が異なることからまと て されることがなかった。京都第二

環状道路建 関連の伊賀寺遺跡調査の 後である でこれまでの調査をまと たい。

Ａ．過去の伊賀寺遺跡の調査

伊賀寺遺跡は、遺跡内の次 が されていないた 、長岡京跡の 掘次 を 掘調査地を分

るた に いた。

①右京第70次調査 次

198 年に長岡京 によって された 掘調査で、 の 西 長岡京別

の建物 地にあたる。調査地は 位 に立地している。 掘調査では中 の建物 、長岡京

期の溝などが検出されたが縄文時代の遺構は 見されなかった。 層中から縄文時代 期の

イト 器が出土し、縄文時代の 動がこの地域にもあったことが明らかになった。

②右京第799次調査 99次 か

京都第二 環状道路建 に 立ち平 1 年度に された 分 な 掘調査の ち、伊

賀寺遺跡に関連する下 寺地 で1 か所のト ン が 定された。 の に ・ ・

～ ・ ～ 1 、 積 に３・７・８のト ン を 定した。 のト ン では ～
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の中 後に された土 積を て 川 積の 層に変 る。

積 に した３か所のト ン の ち３ト ン からは 石 、時期 明の縄文土

器、７ト ン からは土坑内から北白川Ｃ式の土器が出土している。８ト ン では北白川上層

式・元住吉山 式の縄文土器が 層から出土した。この 掘調査によって伊賀寺遺跡が縄文時

代の遺跡でもあることがより明らかになり、今後の調査で縄文時代の遺物・遺構に する 要

を認 さ た。

③右京第910次調査 91 次 か 9

平 19 年度に された京都第二 環状道路に り く 道 分の 掘調査である。

～ のト ン が 位 上に された。縄文時代の遺構は３ト ン のみで検出された。

遺構は竪穴式住居跡Ｓ 19 で平 は 分 調査であるた 明であるが、内 からは縄文時

代中期 の北白川Ｃ式土器が出土している。 上では 一の遺構検出 である。 層中

ではあるが、 の された石 が出土している。石 は縄文時代後期後 から晩期にか

ての遺物であることから 積 に見られる 文土器の時代の生 域が 上にも が

っていたことが かる。

④右京第927次調査 9 次 中川 か 1

平 19 年度に された京都第二 環状道路 定地の 掘調査である。 99次調査の

７・８ト ン 周辺の 掘調査地で、第 ・ の つの調査 を 定した。第 調査 では縄文

時代の柱穴、土坑を検出した。土器は のた 時期を特定できなかった。

第 地 では方 の竪穴式住居跡 Ｓ 8・ ・ ・ を検出した。住居跡はす て北白

川Ｃ式土器の時期に する。Ｓ 8では方 の石 い を検出した。 の 土坑、柱穴を多く確

認し、縄文時代中期 の北白川Ｃ式、後期の中津・ ・北白川上層・元住吉山・宮滝式、

晩期 文土器が出土している 。

　伊賀寺遺跡調査地 一

次数 地区 調査年次 調査主体 遺構 遺物

1 右京第 次調査 年度 長岡京

右京第 99 次調査 下 寺 平 1 年度 京都 文 調査 ン

右京第 91 次調査 平 19 年度 京都 文 調査 ン

4 右京第 9 次調査 下内 地 平 19 年度 京都 文 調査 ン

右京第 941 次調査 平 年度 京都 文 調査 ン

右京第 94 次調査 平 年度 京都 文 調査 ン

右京第 94 次調査
伊賀寺地

平 年度 京都 文 調査 ン
地

8 右京第 9 次調査 平 1 年度 長岡京

9 右京第 984 次調査 平 1 年度 京都 文 調査 ン

1 右京第 988 次調査 平 1 年度 京都 文 調査 ン
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第 　伊賀寺縄文遺跡にお る 要遺構

⑤右京第941次調査 941次 か 1

京都第二 環状道路に り く 道 分で、平 8 年度に右京第91 次調査と同 路

内で された調査である。８ト ン からのみ縄文時代の遺構が検出された。８ト ン は

積 上に立地し、８ Ｓ 4 ・44 ・4 ・ 1・ ・ ・ ・ 9 の竪穴式住居

跡を検出している。Ｓ は出土遺物が ずかであるが北白川Ｃ式の時期である。Ｓ 9 は時

期 明で、 の が元住吉山～宮滝式の 文土器の時期に する竪穴式住居跡である。

８ト ン 北東 の の３分の 度は と ど縄文時代の遺構が しない地域で、調査



京都 遺跡調査 集　第

中 分に縄文時代後期の竪穴式住居跡が分布し、調査 西 には土坑、土 、柱穴がある。

石器 が 層中から多 出土した。石器 の は4 48 で、石 が 44 と多く、石 ・

が9 上になる。石器 に 遺物が多いことが明らかになり、 遺物から多くは縄

文時代後期 文土器の時期に 定できる。

⑥右京第943次調査伊賀寺地区 94 次 か 9

京都第二 環状道路 道の 道 分で、平 年度に された。 99次調査の３ト

ン を 地域に３か所のト ン を 定した。 ト ン と ト ン の には地 の変

を す崖 ＳＸ 9を検出し、 ト ン のある 所が ト ン に 時期が しいことが

明らかになった。 ト ン では遺構検出 の下層が縄文時代後期の 層になっており、

の 層に く。崖は縄文時代後期 後に されたものと考えられ、 ト ン では縄文時代の

遺構を検出することができなかった。

ト ン では、 の竪穴式住居跡 Ｓ 1・ を検出した。Ｓ は後期の土 が上 か

ら掘り込まれていることから、後期 文土器 前の遺構であることが かる。Ｓ 1は元住吉

山式土器の時期に する。この かに縄文時代後期後葉の を た の る土 Ｓ

・ 、土 と考えられる遺構1 を検出した。 ト ン と 接する 941次調査８ト

ン の地域とあ 、 と考えられる大 の土坑が多く見られ、 域を していること

が かった。

３ト ン では、縄文時代中期北白川Ｃ式の竪穴式住居跡と考えられるＳ が検出できた。

住居跡 近くまで 平が及 でおり、平 状は 明である。 跡が し、北東 に大 の

の を 長に え、 の一辺を している。

⑦ー１　右京第947次調査伊賀寺地区 94 次 岡 か 1

平 年度第二 環状道路 分の 掘調査で、 94 次調査 ト ン に接した 分に 定さ

れた調査 である。 94 次調査 ト ン 同 に、縄文時代の遺構は 見できなかった。下層

の確認のた した 掘り調査によって、この調査 の遺構 の 層となる 層中から縄文

時代後期の土器が出土した。

⑦ー２　右京第947次調査樽井地区 94 次 岡 か 1

平 年度第二 環状道路 分の 掘調査で、伊賀寺地 に接した 分に 定された調査 で

ある。伊賀寺地 の調査地よりも い に位 しており、 積 から 崖にか て

調査 が られた。 の 、 崖に 出した 層中から縄文時代後期の土器を上 とする

縄文土器が出土している。 では古墳時代～中 までの遺物を 流路が し、遺構

は近 のものしか確認できなかった。中 まで しなかった が できる。

⑧右京第975次調査 9 次 小 1

平 1 9 年度に遺跡の を確認するた 、長岡京 で された 掘調査で

ある。 941次調査の８ト ン 東 に か所のト ン を 定した。 ト ン からは縄文時

代中期 北白川Ｃ式 、後期 一 寺 式～宮滝式 の土器とともに、多量の石器 と 平 の
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が出土している。

ト ン では を 集積 ＳＸ14が検出されており、近接する 94 次調査 ト ン の

域の がりをおさえることができた。遺物の については 明である。

Ｂ．縄文時代の時期別遺構

①縄文時代中期末（北白川Ｃ式）

この時期に所 すると考えられる竪穴式住居跡は で、平 が 明な 91 次調査Ｓ 19  

、 94 次調査Ｓ を くとす て方 を している。

跡を つものは３ で、 9 次調査Ｓ 8のものは方 の平 を し、北 の辺は

の で し、 の辺は の で られている。 94 次調査Ｓ では北東 に大

の を え、 の の 分は 土を り 、内 は に して どく で

いる。 988次調査Ｓ 89では、 度掘り込 跡の北 に 方向に 土が き られた

よ な 分があり、Ｓ 、Ｓ 8同 に大 の石が えられていた がある。

9 次調査 ・ 、 988次調査Ｓ 8 では竪穴式住居 の 近くに 土の がりが認

られた。いずれも掘り られた跡や は確認できなかった。 の遺構としては土坑・土 ・

柱穴などがある。 の ちでもＳ 4 は検出時に柱穴と認 したが、後に土 であることが明

らかになった遺構である。土 からは大 の とともに小 の が出土している。

縄文時代中期 の遺構は、 941次調査８ト ン 、 94 次調査 ト ン 、 9 次調

査地、 984次調査地、 988次調査地と 積 の に近い 分に集中する。また、後

の 平が しいが、 位 上の 91 次調査でＳ 19 がある。中期の遺構は、 位 の

崖から 941次調査８ト ン 中 分まで である。 9 次調査では があったことな

どから、 崖と 積 が接する地域では を でおり、中期には居住に さなかった

がある。

②後期前葉（中津～四ツ池式）

9 次調査Ｓ 1では中津式の が の状 で されていた。これ に

当 期の遺構は していない。 9 から 式、 988次調査で四ツ池式土器が の時期

の遺構から出土しているが、これらの時期の明確な遺構は検出されていない。

③後期前葉（北白川上層式１～３期）

北白川上層式の遺構は 9 ・988次調査地 に られ、竪穴式住居跡が 検出されている。

988次調査Ｓ 8は中 に 跡を つ方 の竪穴式住居跡である。出土遺物の ち時期の か

るものは のみである。 988次調査Ｓ 1 は 時の によって多くの 分が

れているが、 分から 方 を していたと想定できる。出土遺物は土器 である

が北白川上層式と考えられる。

この時期に明確に する土坑は ない。 9 次調査Ｓ 4・ ・1 ・ があり、北白川上層

式 期の遺物が出土している。 988次調査ではＳ 1 ・ ・ ～ 4、Ｓ 1 が検出されて

いる。
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988次調査のＳＸ199は縄文時代に 川によって された崖 である。この 積物の中

からまとまって北白川上層式の土器が出土している。土器は時期 が られた良 な資料で、北

白川上層式 期の もしくは３期の古 として位 られる。

④後期後葉（元住吉山～宮滝式）

竪穴式住居跡は、 941次調査８ト ン では と周辺の状 から 文期に すと考えら

れるもの が検出され、 94 次調査では と周辺の状 から 文期に すと考えられる

もの が検出された。 941次調査８ト ン の竪穴式住居跡は方 のものが を てい

るが、 94 次のものはす て である。

941次調査８ト ン と 94 次調査 ト ン 、 9 次調査 ト ン にか て 域

が がっていた。 の中でも を した を した土 が 検出された。 で し

たよ に を たことや であることが同定できた遺構 に、 が出土した縄文時代

後期の遺構が７ あり、 れらが上 の の の った土 Ｓ ・ の周辺に分布し

ていることから、 の の大 土 とあ 集中して が れた地域と想定できる。

りに関連する遺物が 域と重なって する。出土 は 石または 時の 、平

の である。平 は 平な に く された後、 から されている。

や が平 に かれたものがないなど までのもので構 されていることから、 時

の が てられたものと考えられる。

⑤晩期前葉（滋賀里Ⅲ式）

988次調査Ｓ が時期の かる遺物が出土した遺構である。大 の土器の を い

た上に平らな ト を 、さらに の上に大 の土器の を た遺構であり、

に があると考えられる遺構である。遺物も これまでの調査で 一の晩期前葉のもので

ある。

（3）友岡遺跡 

右京第 次調査 小 199 で、 崖の 積物中から中期の 元Ⅲ式土器を中 と

する遺物が出土している。出土状 から 位 上に集落が がっていたものと想定されている。

３）遺跡の関係 第

上 した３つの遺跡は いに、 度 れた位 に立地している。川の上流から下 寺

遺跡、伊賀寺遺跡、 岡遺跡の に 。この３遺跡は同 縄文時代の遺跡であるが、 の遺構

を 中 な時期が いに異なっている。もっとも古いのは 岡遺跡で 元式土器 、 の

次は伊賀寺遺跡の北白川Ｃ式 、下 寺遺跡の中津式・里 式 、伊賀寺遺跡の北白川上

層式 期・元住吉山式 と、時期により縄文時代の遺跡の分布が異なることが かる。

こ した集落の移動と地 の関係を見ていきたい。地 は、下 寺遺跡の中 や 岡

遺跡の る 、伊賀寺遺跡中 や下 寺遺跡 流地 の立地している 積 、

宮滝式土器 から 内期までに された 積 がある。 岡遺跡では から

崖方向に が てられていることから、 に近い 所が居住に しているとい 前 に立



京都第二 環状道路関係遺跡平 1 年度 掘調査

第 　小泉川流域の縄文時代遺跡考 関連



京都 遺跡調査 集　第

て 、 積 が されていなかったか、 に していなかったと想定することも

である。下 寺遺跡では 状地の 動が であった も できる。

積 では下 寺遺跡と伊賀寺遺跡は に時期がずれている。伊賀寺遺跡では北

白川Ｃ式 と北白川上層式 期 の に 川による 積 に する が認 られ

る。前 したよ に、北白川Ｃ式 には 積 が より く、 川の によって集

落が を たことは想 に くない。 の後、上流の下 寺遺跡に集落が移り、より い

平 を つ伊賀寺遺跡に びかえってくる。縄文時代後期後葉 後に 積 を り込み

積 が される。集落の りをこの時期と考えたい。

小泉川流域の縄文時代中期から後期にか ての集落変遷は、地 から かる の

と一 することから、 環 によって移動するとい を立てることが であることが分

かった。こ した 環 による移動が な環 変動によるものであるかど かは、 の

地域との な とともに の検 が 要とされる。

６．まとめと考察

１）長岡京期 第 8

今回の調査地は右京八条三坊 ・十六町にあたる地域である。長岡京は 84年から 94年の1 年

しか していなかった。 のた 京域がどの 度 していたかについては、 を見てい

ない。た 宮から くなるにつれて条坊関連遺構が 見されることが になる。

右京第 次調査 中 か198 では、 条大路北 溝 Ｓ と西三坊坊 西小路東 溝 Ｓ

4 とされる遺構が検出されている。溝の 状 が良 でなかったことから、 の確定

に も した。右京第91 次調査 ト ン 内で検出された に がる溝Ｓ の東

西方向 分がＳ の東 長 分と一 する。このことから長岡京期前後の 東西を向く同

上の溝が することになり、Ｓ が条坊 溝である が した。しかしなが

ら右京第91 次調査では、 定 条大路の路 上を溝が 断したり、建物が建つことになり

することとなる。こ した から、右京第9 次調査 中川 か 1 の では、伊賀寺に関

連した地 と考えた。

また、今回の調査地 で検出している溝Ｓ 1・ は長岡京期の溝と考えられるが、東で７度

北に振り長岡京期の計画 と異なる。この溝は平 する溝で、内 の は直 であるが、

に が認 られる。このよ な 向は京内の 地 のある宅地では 見できる である。

また、 にこの溝と直 する方向の溝 条や 北 の掘立柱建物跡を検出している。こ した

が異なる遺構 と前 した 方位を向く遺構 との関係を検 すると、 方位を向く遺構 は

位 上に立地しており、 が異なる遺構 は 積 上に する。 の には 前後の

崖が する。同時期に つの ンが したことになるが、右京八条三坊 町の宅地で

は が していることになる。 つの として、長岡京条坊 ンが崖の から 分

に が と考えることもできる。しかも、 条大路の にある八条坊 北小路は の小泉
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川の であることを してみても、連 して することができなかったと考えられる。

条坊の となる道路は 条大路しか なかったことになり、大路を として宅地を た

た 地 の を たとは考えられない か。

また、 として大路の 溝とされるＳ が 条大路 溝であれ 、右京第91 次調

査で検出した遺構 はす て宅地内に まることになる。Ｓ が八条坊 北小路北 溝の位

に がみはあるが することになり、右京八条三坊 町の宅地は 町 上の宅地に 元できる。

して、八条坊 北小路北 溝に する 溝がないことと、 が です に え

る状 となり がないことから、宅地 は川に していたと考えられる。

右京八条三坊 町の宅地は、 上の のいい 分に 要な建物が建てられ、前 を 地で

り と いていた構 ととらえることができる。 要な建物 分からは小泉川の や

、 には山 の 山を した 立地の宅地として 元することができる。この宅

地は一町 上の を つことから、 式から すると三位 上の 分のものが所 できる

土地である。この地域では小泉川の は山となっており、条坊 も 掘調査地 までしか物

第 8 　下内 地 周辺の長岡京期の遺構



京都 遺跡調査 集　第

にできない状 である。こ した土地に の宅地が することは、前 した立地の特

から別 として されたものと想定できる。

２）古墳時代

古墳時代後期の溝Ｓ 1 と落ち込み状遺構ＳＸ を検出した。いずれも古墳時代後期の遺物

が出土している。同時期の竪穴式住居跡は右京第9 次調査や右京第941次調査で多く検出されて

いる。今回の調査では集落に直接関連する遺構は 見できなかった。

３）縄文時代

（1）縄文土器　縄文時代の遺物は中期 の北白川Ｃ式と北白川上層式３期のものが多く、しか

も つの遺構から れ れまとまって出土している。

北白川Ｃ式土器は竪穴式住居跡Ｓ 89からまとまって出土している。伊賀寺遺跡の 、竪穴

式住居内の土器の出土量は して多くはなく、この住居跡が特 である。この遺構はいくつかの

遺構が重なっている が できる。また、 したよ に が に多く接 も

いものであったことから竪穴式住居の みに されたものと考えられる。遺物の中には北白

川上層式・元住吉山式の土器が まれるが く で、Ｓ 89に された遺物の時期は縄文時

代中期 と考えたい。出土遺物には北白川 分町遺跡にお る土器分 の 、 、 の 文

土器が量 にも多く出土しており、 山西 地域との 検 が 要とされる。

土器に いられた 土は多 に たっている。弥生時代 で見られる 地の土器の は石 ・

長石・ ト・ である。遺跡の立地する長岡京 は の 川の多くが 古 層で

された山 に を している。 のた 、古 層 の トや などの 分を

積 が られ した が まれる。明らかに 地の土器と異なり った石 ・長

石と によって する大きな が まれるものもある。 石を があるが、

い る生 西 と れる の 土 分を たず、 石と の 物とが分 してない

として っているものもある。こ した 石を ものには古 層 の トを

も する。

縄文時代の崖ＳＸ199からは縄文時代後期前葉の北白川上層式３期の土器が大量に出土した。

北白川Ｃ式土器、四ツ池式土器が れ れ する。北白川Ｃ式土器は りがよいが、四

ツ池式土器は器 が に れている。出土土器は、Ｓ 89のものと異なり 石を もの

が多くなる。土器 は 内式土器の文 構 が れるなど 期より しい を見 ている。

３期の資料は 遺跡である京都大 構内出土の遺物よりも量 に まれていることと、３期の

資料が今回の資料に しい を つことから に 分することが であ 。

（2）石器・石製品　 石器はす て イト である。遺跡内で 見される や分

は、小 で1 を すものは しない。また、 石器の中には遺跡周辺では 川 中から

できないものも多く、 近くで していると考えられる石器であるが、 方からもたらさ

れている がある。石 に いられた石 は 平石の があり、中 地方からもたらさ

れたことも に れる 要がある。
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Ｓ 1 で検出した は、Ｓ 1 をり込 土坑 分と住居 分のどちらからも出土してい

る。右京第94 次調査では からも 及び 、 が出土している。今回の調査では、

こ した が ではなく、この 画が りに関連する を っており、 の後、 が

られたことが かった。

中川
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発掘次数 竪穴式住居跡
番号 時　期 形　状 炉　跡

出土遺物

土器 石器

右京第 91 次 19 北白川Ｃ式 明 明

右京第 9 次

8 北白川Ｃ式 方 石

北白川Ｃ式 方 土

北白川Ｃ式 方 土

北白川Ｃ式 方

右京第 941 次

4 宮滝式 方 明

44 宮滝式 長 土

4 元住吉山式 前 六 地

1 元住吉山式 方 土

元住吉山式 方

北白川Ｃ式か 方 明

文土器 方 明

9 明 方 明

右京第 94 次

1 元住吉山式

北白川Ｃ式 明 石

元住吉山式 前 地

右京第 988 次

8 北白川上層式か 方 地

8 北白川Ｃ式 方 土

89 北白川Ｃ式 方 地

1 北白川上層式か 方 土

19 明 方 土

　伊賀寺遺跡検出の竪穴式住居跡
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石器・石製遺物 R70 R799 R910 R927 R941 R943
R947

R975 R984 R988
伊賀寺 樽井

狩猟具
尖頭器 ○ ○

石鏃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

漁撈具 石錘 ○ ○ ○

土堀具 打製石斧 ○ ○

調理具
石皿類 ○ ○ ○ ○

磨石類 ○ ○ ○ ○ ○

伐採具 磨製石斧 ○ ○ ○ ○

加工具

打製石錐 ○ ○ ○ ○

石匙 ○ ○

削器 ○ ○ ○

台石 ○ ○ ○

砥石 ○

祭祀具
石棒 ○ ○

石冠 ○

装身具 平玉 ○ ○ ○ ○

３　伊賀寺遺跡地 別石器出土状

調査次数 遺構番号 時期 遺構の
平面形 規　模（ｍ）

遺　物
礫 焼土

土器 石器

右京第 941 次

4 北白川Ｃ式 長方 1

4 元住吉山式 直

明 1 9

北白川Ｃ式 1 　

9 1 元住吉山式 1 4

右京第 94 次

元住吉山式 1 4 1

元住吉山式 方 1 1 4

元住吉山式 方 4 8

右京第 9 1 次 14 後期 9 上 明 明 明

右京第 988 次 1 1 元住吉山式 直

　 が出土した遺構
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時　期 99 91 9 941 94
94

9 984 988
伊賀寺

草創期

早　期

前　期

中期 鷹島式

船元Ⅰ式

船元Ⅱ式

船元Ⅲ式

船元Ⅳ式

里木Ⅱ式

北白川 C 式

後期 中津式

福田ＫⅡ式

四ツ池式

北白川上層式１期

北白川上層式２期

北白川上層式３期

一乗寺 K 式

元住吉山Ⅰ式 明

元住吉山Ⅱ式

宮滝式

滋賀里Ⅰ式

晩期 滋賀里Ⅱ式

滋賀里Ⅲ a 式

篠原式

滋賀里Ⅳ式

船橋式

長原式

　伊賀寺遺跡出土の縄文土器

　 遺構・遺物、 遺物のみ



京都第二 環状道路関係遺跡平 1 年度 掘調査

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
明 明 ・

文
石 ・長石・ ト・ 8

文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 1 1 1
・

縄文 石 ・長石・ ト 8

文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 1 1 1
・

縄文
石 ・長石・ ト・ 8

4 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 1
・

縄文
石 ・長石・ ト・ 8

文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

4

　 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 8

文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 白
1 8 1 8

・
・

縄文

石 ・長石・ ト・ 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4
に い ・

縄文
石 ・長石・ ト・ 8

8 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4 縄文 石 ・長石・ 8

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4 1 8 縄文 石 ・長石・ ト・ 8

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 白
1 8

に い
4 縄文 石 ・長石・ ト・ 8

11 文 北白川
Ｃ式

中期 良 4
・

縄文 石 ・長石 8

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い
4

・
縄文 石 ・長石・ ト 8

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4 縄文 石 ・長石・ ト・ 8

14 文 北白川
Ｃ式

中期 良
明 明

縄文 石 ・長石 8

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 1 4
・

縄文 石 ・長石・ ト 8

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 8 4
に い

4
文・

・縄
文

石 ・長石 8

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 1 4 1 縄文 石 ・長石・ ト 8

18 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
縄文 石 ・長石・ ト 8

19 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
縄文 石 ・長石 8

文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 8

　縄文土器
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報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

画内
状
・縄

文

石 ・長石・ ト・ 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良 8 4
白

1 8 縄文 石 ・長石・ ト・ 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

石 ・長石・ 石・ 8

4 文 北白川
上層式

後期
前葉 良

に い

1

に い

1
文 石 ・長石・ 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1 4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い ・ 石 ・長石 8

文 北白川
上層式

後期
前葉 良 明

1 4
石 ・長石・ 石・ 8

8 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1

に い

1

・
縄文

石 ・長石・ 石・ 8

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1
縄文 石 ・長石・ ト・ 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 8

1 文 北白川
上層式

後期
前葉 良

に い

1

に い

1

石 ・長石・ 石・ 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1 4
石 ・長石・ 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
文 石 ・長石・ ト・ 8

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1

に い

1 4

・
縄文 石 ・長石・ 8

文 ～ 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4 1 4 文 石 ・長石・ ト・ 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1 1
石 ・長石・ ト・ 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 1
・

縄文 石 ・長石・ 8

8 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

明 ・
縄文 石 ・長石・ 8

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 明
4

文・
・縄

文

石 ・長石・ ト・ 8

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 8
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報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

41 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い に い ・

縄文 石 ・長石・ ト 8

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1 縄文 石 ・長石・ ト・ 8

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
41

・
縄文

石 ・長石・ 石・ 8

44 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1
に い

4
・

縄文 石 ・長石 8

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い に い ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 8

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

・
縄文

石 ・長石・ 石・ 8

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 8

48 文 北白川
Ｃ式

中期 良
明 明

8
文 石 ・長石・ ト・ 8

49 北白川
Ｃ式

中期 良 明 明 文 石 ・長石・ ・ 8

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 1 縄文 石 ・長石・ ト・ 8

1 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

白
1 縄文 石 ・長石・ 8

北白川
Ｃ式

中期 良 1

に い

1
文 石 ・長石・ ト・ 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

・
縄文

石 ・長石・ ト・

4 文 文
土器

後期
後葉 良 石 ・長石

文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 8
に い

4
石 ・長石・ ト・

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

き

文・
・縄

文

石 ・長石・ ト・
・

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1 4
縄文 石 ・長石・ ト

8 文 北白川
Ｃ式

中期 良
明 に い

4縄文 石 ・長石・

9 文 文
土器

後期
後葉 良 1

石 ・長石・ 石・ 1

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1 4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 14

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4 1 8
・

縄文 石 ・長石・ ト 1
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報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

良 41 4 縄文 石 ・長石・ ト・

良 4

に い

1
文 石 ・長石・

4 良
4

に い 文 石 ・長石

良 に い
4

に い

1
文 石 ・長石・ ト・

良 1 文 石 ・長石

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4
に い

4 石 ・長石

8 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い ・
縄文 石 ・長石・ ト

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1

・
・

縄文

石 ・長石・ 石・

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
縄文 石 ・長石・ ト・

石・

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4 1 縄文 石 ・長石・ ト・ 4

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4
石 ・長石 1

文 北白川
上層式

後期
前葉 良

に い

1 4 1 1 石 ・長石・ 石

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4 縄文 石 ・長石・ 4

文 文
土器

後期
後葉 良 1 1 石 ・長石・ 1

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

・
縄文

石 ・長石・ ト・

9 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

き

文・縄
文

石 ・長石・ ト・
・ 石・ 89

9 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 1 1

に い

1

・
縄文 石 ・長石・ 89

94 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
明 明 ・

縄文 石 ・長石 89

9 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 4 1
に い

4
文・

・縄
文

石 ・ ト・ 89
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報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

9 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 8 4
に い

4

き

文・
・縄

文

石 ・長石・ 89

9 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

98 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

4

明 ・
縄文 石 ・長石 89

99 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4
に い

4
・

縄文
石 ・長石・ ト・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

き

文・
・縄

文

石 ・長石・ ト・
・ 89

1 1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 1
に い

4 石 ・長石・ ト 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 1

き

文・縄
文

石 ・長石・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

き

文・
・縄

文

石 ・長石・ ・ 89

1 4 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 1
白

4 1
・

縄文 石 ・長石・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 石 ・長石・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 1 8 1 8 文・ 石 ・長石・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
に い に い

4

き

文・
・縄

文

石 ・長石・ ・ 89

1 8 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

き

文・縄
文

石 ・長石・ ト・ 89

1 9 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

11 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文 石 ・長石 89

111 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

・
縄文 石 ・長石・ 89



京都 遺跡調査 集　第

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

11 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 白
1 1 8 4

き

文・
・縄

文

石 ・長石・ ト・ 89

11 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 1 4 文・ 石 ・長石・ ト 89

114 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 4 4 4 4 石 ・長石・ ト 89

11 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 に い に い ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

11 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い 石 ・長石・ ト・ 89

11 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
4

石 ・長石 89

118 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4 1

・ 石 ・長石・ 89

119 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 4 1 石 ・長石・ ト 89

1 1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 に い
8 4

・
縄文 石 ・長石・ ト 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文 石 ・長石・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4

・
縄文 石 ・長石・ ト 89

1 4 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 白
1 8 1

・
縄文 石 ・長石 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 ７ 縄文 石 ・長石・ ト・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
明 ・

縄文
石 ・長石・ ト・ 89

1 8 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い
4

・
縄文・ 石 ・長石・ ト 89

1 9 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良

き

文・縄
文

石 ・長石・ ト・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89



京都第二 環状道路関係遺跡平 1 年度 掘調査

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

1 1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 1 1 1 1
・

縄文 石 ・長石・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 4 4
・

縄文 石 ・長石・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 縄文 石 ・長石 89

1 4 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

・
縄文 石 ・長石・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
4

に い

4 4

・
・

縄文
石 ・長石・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 1 8 1 8
・

縄文
石 ・長石・ ト・ 89

1 8 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1

石 ・長石・ ト・ 89

1 9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1

に い

1

・
縄文 石 ・長石・ 89

14 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

き

文・縄
文

石 ・長石・ ト・ 89

141 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

14 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い
4

き

文・縄
文

石 ・長石・ ト・ 89

14 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1 4 1
・

縄文 石 ・長石 89

144 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
1 4

に い
1 4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

14 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

14 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文 石 ・長石・ 89

14 文 北白川
Ｃ式

中期 良 石 ・長石・ ト・ 89

148 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4 1

石 ・長石・ ト・ 89

149 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1 4

・
縄文 石 ・長石 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89



京都 遺跡調査 集　第

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

1 1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 白
1 8

白
1 8

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 白
8 1 8

石 ・長石・ ト・ 89

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

石 ・長石・ ト・ 89

1 4 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 1 4 1
・

縄文
石 ・長石・ ト・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 白
1 8

に い

1

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 1 8

・
・
・

縄文

石 ・長石・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

・
・
・

縄文

石 ・長石・ 89

1 8 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

・
・

縄文
石 ・長石・ 89

1 9 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い
4

・
・
・

縄文

石 ・長石・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

・
・
・

縄文

石 ・長石・ 89

1 1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い

1 4

・
・
・

縄文

石 ・長石・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4

・
縄文 石 ・長石・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

・
・

縄文
石 ・長石・ 89

1 4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4 縄文 石 ・長石・ ト・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

・
・
・

縄文

石 ・長石・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1 1
・

縄文 石 ・長石・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1
縄文・ 石 ・長石・ 89

1 8 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

縄文・ 石 ・長石・ 89



京都第二 環状道路関係遺跡平 1 年度 掘調査

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

1 9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 白
1 8 1 8

・
・
き

文・
・縄

文

石 ・長石・ ト・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1
に い

4

・
・

縄文

石 ・長石・ ト・ 89

1 1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
縄文 石 ・長石 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1 縄文 石 ・長石 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
・
・

縄文
石 ・長石・ ト 89

1 4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

明 ・
・

縄文
石 ・長石・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4

縄文・ 石 ・長石・ ト 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い に い
4 縄文 石 ・長石・ ト 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

・
縄文・ 石 ・長石・ ト・ 89

1 8 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 1 縄文 石 ・長石 89

1 9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

・
縄文・ 石 ・長石・ ト・ 89

18 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 8 1 8 4 縄文 石 ・長石・ 石 89

181 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1 縄文 石 ・長石・ ト 89

18 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4 縄文 石 ・長石・ ト・ 89

18 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4
に い

4 縄文 石 ・長石・ ト・ 89

184 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1 縄文 石 ・長石・ 89

18 文 北白川
Ｃ式

中期 良 8 4 1 8 4
・

縄文 石 ・長石・ ト 89

18 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
縄文 石 ・長石・ ト・ 89

18 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
縄文 石 ・長石・ ト・

・ 89

188 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89



京都 遺跡調査 集　第

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

189 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1

状
・
・
・縄

文

石 ・長石・ ト・ 89

19 文 北白川
Ｃ式

中期 良 明 に い
4

・
・

縄文

石 ・長石・ ト・ 89

191 文 北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

19 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1 4
・

縄文
石 ・長石・ ト 89

19 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4
に い

4縄文 石 ・長石・ ト・ 89

194 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

19 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

・
縄文 石 ・長石・ ト 89

19 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 1 縄文 石 ・長石 89

19 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

198 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い

4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

199 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 8 4 1 8 4
・

縄文
石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い ・
・

縄文
石 ・長石・ ト 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1 4
縄文 石 ・長石・ ト 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

明 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1 1 1

上

・
・縄

文

石 ・長石 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い に い

4

・
縄文 石 ・長石・ 89



京都第二 環状道路関係遺跡平 1 年度 掘調査

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

8 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4 縄文 石 ・長石・ ト・ 89

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4 縄文 石 ・長石・ ト・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

11 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い
1 4

・
縄文 石 ・長石・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い 縄文 石 ・長石・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4縄文 石 ・長石 89

14 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い に い 縄文 石 ・長石 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4 文・縄

文

石 ・長石・ ト・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 白
1 1

に い

1
文 石 ・長石・ 89

18 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4
に い

4 文 明 石 ・長石・ ト・ 89

19 文 北白川
Ｃ式

中期 良 文・縄
文

石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い に い 縄文 石 ・長石・ ト・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 8 縄文 石 ・長石・ ト 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 4 1 1 8 文 石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4 縄文 明 石 ・長石・ ト・ 89

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4 1 縄文 石 ・長石・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い

1
縄文 石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 白
1 8 1 8 文 石 ・長石 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 1

に い

1

・
縄文

石 ・長石・ 石・ 89

8 文 北白川
Ｃ式

中期 良 　 　 石 ・長石・ ト・ 89

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4 1 8 文 石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 8 4 8
・

縄文 石 ・長石・ 89



京都 遺跡調査 集　第

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 4

に い

1 4

・
縄文 石 ・長石・ ト 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い に い ・
縄文 石 ・長石 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

・
・

縄文
石 ・長石 89

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1
・

縄文
石 ・長石・ ・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4

・
縄文 石 ・長石・ ト 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4

・
縄文 石 ・長石・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1
文 石 ・長石 89

8 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 8 1 8
・

縄文
石 ・長石・ ・ 89

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 8
に い

4
・

縄文
石 ・長石・ ト・ 89

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 8 4
に い

4
石 ・長石・ ト・ 89

41 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 4 1 石 ・長石・ 89

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

・
縄文 石 ・長石・ ト 89

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い

1 4
縄文 石 ・長石・ ト・ 89

44 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
1 8 4

石 ・長石・ ト・ 89

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良
4

に い

4 4

・
縄文 石 ・長石 89

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 4 4
・

縄文 石 ・長石 89

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1 4 1
・

縄文 石 ・長石 89

48 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

・
縄文 石 ・長石・ 89

49 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い

1 4

・
縄文 石 ・長石 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い

1

・
縄文 石 ・長石・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4 4

・
縄文 石 ・長石・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 4
・

縄文
石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 4 4
・

縄文 石 ・長石・ 89



京都第二 環状道路関係遺跡平 1 年度 掘調査

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1 1 縄文 石 ・長石 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い

4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い に い ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

8 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1 4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い 石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 1 文・ 石 ・長石・ 石・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い ・

縄文
石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4 1

・
縄文

石 ・長石・ ト・
・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良  
・

縄文
石 ・長石・ ト・ 89

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4 1

文・
・縄

文

石 ・長石 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い
4

石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 4 1
白

1 8 石 ・長石・ ト 89

8 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4文・縄
文

石 ・長石 89

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1 4
石 ・長石 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い 文・ 石 ・長石・ 89

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4 石 ・長石 89



京都 遺跡調査 集　第

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 1 1 石 ・長石・ 89

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い

1
石 ・長石・ ト 89

8 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1
・

縄文
石 ・長石・ ト・ 89

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良
明 明

文 石 ・長石 89

8 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
文 石 ・長石 89

81 文 北白川
上層式

中期 良 に い
4

に い
4

縄文・ 石 ・長石・ 石・ 89

8 文 北白川
上層式

中期 良 に い
8 4 縄文 石 ・長石・ ト・ 89

8 文 北白川
上層式

中期 良 1
に い

4
縄文・ 石 ・長石・ 石・ 89

84 文 北白川
上層式

中期 良 に い に い

1
縄文 石 ・長石・ ト・ 89

8 文 文
土器

中期 良 1

に い

1 4
石 ・長石・ 89

8 文 文
土器

中期 良 1 4 1 1 4 1 石 ・長石 89

8 文 文
土器

中期 良 1
石 ・長石・ 石・ 89

88 北白川
Ｃ式

中期 良 1
に い 文 石 ・長石・ ト・ 89

89 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

縄文・ 石 ・長石・ ト・ 89

9 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4
に い

4
石 ・長石・ ト・ 89

91 北白川
Ｃ式

中期 良 4 1 8 縄文 石 ・長石・ ト 89

9 北白川
Ｃ式

中期 良 1

に い

1
縄文 石 ・長石・ ト・ 89

9 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1 4
文 石 ・長石・ ト・ 89

94 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1
白

1 8 文 石 ・長石・ 89

9 北白川
Ｃ式

中期 良 1 4 1 8 文 石 ・長石 89

9 北白川
Ｃ式

中期 良 白
1 8 1

に い
4 縄文 石 ・長石・ ト・ 89



京都第二 環状道路関係遺跡平 1 年度 掘調査

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

9 北白川
Ｃ式

中期 良 8 文 石 ・長石・ ト・ 89

98 北白川
Ｃ式

中期 良 1
に い 文 石 ・長石 89

99 北白川
Ｃ式

中期 良 白
1 8 1

に い 文 石 ・長石・ ト 89

北白川
Ｃ式

中期 良 白
1 8 1 1 文 石 ・長石・ ト・ 89

1 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 8 4 文 石 ・長石・ ト・
・ 89

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い
4 縄文 石 ・長石・ ト・ 89

北白川
Ｃ式

中期 良 白
8

白
1 8 文 石 ・長石・ ト・ 89

4 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い
4 文 石 ・長石・ ト・ 89

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 8 縄文 石 ・長石・ ト・
・ 89

北白川
Ｃ式

中期 良 4 1 1 8 文 石 ・長石・ ト・ 89

北白川
Ｃ式

中期 良 に い 文 石 ・長石・ ト 89

8 北白川
Ｃ式

中期 良 白
8 1

に い
4 文 石 ・長石・ ト 89

9 北白川
Ｃ式

中期 良 4 1 文 石 ・長石・ ト・ 89

1 北白川
Ｃ式

中期 良 白
1

白
1 縄文 石 ・長石・ ト・ 89

11 北白川
Ｃ式

中期 良 8
明 縄文 石 ・長石・ ト・ 89

1 北白川
Ｃ式

中期 良 明 明 文 石 ・長石・ 89

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 8

14 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

白
1 8

・ 石 ・長石・ 8

1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
4

石 ・長石 8

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
文・縄
文

石 ・長石・ 8

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1
に い

4
石 ・長石・ ト・ 8

18 文 文
土器

後期
後葉 良 に い

4 1 石 ・長石・ 8



京都 遺跡調査 集　第

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

19 文 北白川
Ｃ式

中期 良 白
1 8

明 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
縄文 石 ・長石・ ト・ 8

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 1 4
・

縄文
石 ・長石・ ト・ 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 4 石 ・長石 8

文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 8

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4 1
・

縄文 石 ・長石 8

文 文
土器

後期
後葉 良 1 1 1 文 明 石 ・長石・ 石 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 8

8 文

状

北白川
上層式

後期
前葉 良 1 1 石 ・長石・ ト 8 

9 文 文
土器

後期
後葉 良 1 1

・ 石 ・長石・ 石・ 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4 石 ・長石 8  

1 文 文
土器

後期
後葉 良 1 1 1 石 ・長石・ 石 1

良 1

に い

1
文 石 ・長石・ 石・ 1

良
に い

1

に い

1
文 石 ・長石・ 石・ 1

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 4

石 ・長石・ 石・ 199

文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 1 石 ・長石・ 石 199

文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4
に い

4 石 ・長石・ 石 199

文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 4

に い

1 4

石 ・長石・ 石・ 199

8 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1

石 ・長石・ 石・ 199

9 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4

石 ・長石・ 石・ 199



京都第二 環状道路関係遺跡平 1 年度 掘調査

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

4 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 1 1

・
縄文

石 ・長石・ 石・ 199

41 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 4 1
石 ・長石・ 石・ 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4
に い

4
・

縄文 石 ・長石 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 1 4
石 ・長石・ ト・

石 199

44 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 1 石 ・長石・ 石 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1

に い

1
縄文 石 ・長石・ 石・ 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4 4 石 ・長石・ 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

明 明
縄文 石 ・長石・ 199

48 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 1 1 1

・
縄文 石 ・長石・ 199

49 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 1 縄文 明 石 ・長石・ 石 199

文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 白

8 縄文 石 ・長石 199

1 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4 4
・

縄文 石 ・長石・ 199

文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 1

・
縄文 石 ・長石・ 石 199

文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 4 縄文 ・ 石 ・長石・ ト・ 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1

に い

1
縄文 石 ・長石 199

文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 4

に い

4
縄文 石 ・長石・ 石・ 199

文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 4 1 4 縄文 石 ・長石・ 石・ 199

文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1

に い

1
縄文 石 ・長石・ ・

石 199

8 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1

に い

1
縄文 石 ・長石 199



京都 遺跡調査 集　第

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

9 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1

に い

1
縄文 石 ・長石・ ・

石 199

文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1

に い

1
縄文 石 ・長石・ 石 199

1 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 4

に い

1 4
縄文 石 ・長石・ 石 199

文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 1 縄文 石 ・長石・ 石 199

文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 4

に い
4

石 ・長石・ ト・ 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4
に い

4
石 ・長石・ ト・ 199

文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4 ・ 石 ・長石・ 199

文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

4 4
・

縄文
石 ・長石・ 石・ 199

文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 白

1 8
に い

4
石 ・長石・ ト・ 199

8 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 1 1

石 ・長石・ 石・ 199

9 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 4 1 1 石 ・長石・ 199

文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 1

石 ・長石・ 石・ 199

1 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4

に い
4

石 ・長石・ ト・ 199

文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1

に い

1
石 ・長石・ ト 199

文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 4
石 ・長石・ 石 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 8 4

明
1

石 ・長石・ ト・ 199

文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 4 1 石 ・長石・ 石 199

文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 4 文 石 ・長石・ 石・ 199

文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1

に い

1 4
文 石 ・長石・ 石・ 199

8 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 1 4 1 文 石 ・長石・ 199



京都第二 環状道路関係遺跡平 1 年度 掘調査

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

9 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1

に い

1
文 石 ・長石 199

8 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い に い

1 4
文 石 ・長石・ 石 199

81 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 1 1 8

・ 石 ・長石 199

8 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4 石 ・長石 199

8 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1

石 ・長石・ ト・ 199

84 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 4

・ 石 ・長石・ 199

8 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4

に い
4

・ 石 ・長石・ 199

8 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1

に い

1

・
縄文 石 ・長石 199

8 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 8 石 ・長石・ 199

88 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 4

・
縄文 石 ・長石・ 199

89 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 4 1 4 1 石 ・長石・ 199

9 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4 石 ・長石・ 199

91 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 石 ・長石・ 199

9 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い に い

1
石 ・長石・ 石 199

9 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1

に い
4 縄文 石 ・長石・ ・ 199

94 文 ・ 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4 4 4
・

縄文 石 ・長石・ 199

9 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1

に い

1 4
石 ・長石 199

9 文 ・ 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 石 ・長石・ 199

9 文 ・ 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い 明 石 ・長石 199

98 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4 4
石 ・長石・ 石・ 199



京都 遺跡調査 集　第
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番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

99 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 4 1 4 石 ・長石・ 石 199

4 文 ・ 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 4

に い
4

石 ・長石・ 石・ 199

4 1 文 ・ 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 4

石 ・長石・ 石・ 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4

に い

1 4

・
縄文 石 ・長石・ 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4
に い

4
・

縄文
石 ・長石・ ・ 199

4 4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 1

に い

1

石 ・長石・ 石・ 199

4 文 ・ 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 白

1 1 縄文 石 ・長石・ 石・ 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 4 1 4 縄文 石 ・長石・ 石・ 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 4
・

縄文 石 ・長石・ 199

4 8 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1

・
縄文 石 ・長石・ 199

4 9 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1

に い

1
石 ・長石・ 199

41 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1

に い

1
石 ・長石 199

411 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 1

に い
4 石 ・長石・ 199

41 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4 1
・

縄文
石 ・長石・ 石・ 199

41 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

1
石 ・長石・ 石・ 199

414 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4
に い

4 199

41 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4 明 石 ・長石 199

41 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 8 4 1 8 4

石 ・長石・ ト・ 199

41 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 石 ・長石・ 199

418 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 1

石 ・長石・ 石・ 199
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施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

419 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4 4 石 ・長石・ 石 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 1

・
縄文 明 石 ・長石・ 199

4 1 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4
に い

4 石 ・長石・ 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4
に い

4 石 ・長石 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い に い 石 ・長石 199

4 4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4
に い 石 ・長石 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 4

石 ・長石・ 石・ 199

4 文 ・ 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 4 石 ・長石・ 石 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

明

4 石 ・長石・ 石 199

4 8 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4 4 石 ・長石・ 石・ 199

4 9 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4

に い

1
縄文 明 石 ・長石 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

4

に い

1 4
石 ・長石・ 199

4 1 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 1

・
縄文 明 石 ・長石 199

4 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4
に い

4 石 ・長石・ 199

4 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 4
文 ・ 石 ・長石 199

4 4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1

に い

1
明 石 ・長石 199

4 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 1 4 石 ・長石・ 199

4 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4

に い

1 4
文 ・ 石 ・長石・ ・

石 199

4 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 4

に い

1
文 石 ・長石・ 石・ 199

4 8 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 4 4 4 文 ・ 石 ・長石・ 石・ 199
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成
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施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

4 9 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 4 4 文 石 ・長石・ 石・ 199

44 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 4 1 縄文 石 ・長石・ 石・ 199

441 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 4

に い

1 4
縄文 ・ 石 ・長石・ 石・ 199

44 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 1

に い

1

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 199

44 文 ～ 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 4 4 4 縄文 石 ・長石・ 石・ 199

444 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1

に い

1
文 石 ・長石・ 石・ 199

44 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4
に い

4
石 ・長石・ 石・ 199

44 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 1 1

石 ・長石・ 石・ 199

44 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

明

4

石 ・長石・ 石・ 199

448 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1

に い

1 4

石 ・長石・ 石・ 199

449 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4
に い

4
石 ・長石・ ト・ 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 4 1

に い

1
石 ・長石・ 199

4 1 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 4

に い
4

石 ・長石・ ト・ 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 白

1 8
白

1 8 明 石 ・長石 199

4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 4 1 文 ・ 石 ・長石・ 石・ 199

4 4 文 北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4
に い

4 文 石 ・長石・ ・
石 199

4 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4
に い 文 ・ 石 ・長石・ ト・ 199

4 文 ～
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 文 石 ・長石・ 石・ 199

4
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 1 縄文 石 ・長石・ 石・ 199

4 8
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 4 文 石 ・長石・ 石・ 199
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別 含有鉱物 出土地
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4 9
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 4 文 石 ・長石・ 199

4
北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1 4
文 石 ・長石・ ト・ 199

4 1
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4 文 石 ・長石・ 199

4
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1

に い

1
文 石 ・長石 199

4
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 1 4 文 石 ・長石・ 石・ 199

4 4
北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

4 4 4 4 文 石 ・長石・ 石・ 199

4
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 明 に い

4 文 石 ・長石・ 石・ 199

4
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 1

に い

1
文 石 ・長石 199

4
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 に い

4

に い

4 4
文 石 ・長石・ 石・ 199

4 8
北白川
上層式

期

後期
前葉 良 4 1 4 4 文 石 ・長石・ 石・ 199

4 9
北白川
上層式

期

後期
前葉 良

に い

1

に い

1
文 石 ・長石・ 石・ 199

4 文 ～ 四ツ池 後期 良 1 1
・

縄文 石 ・長石・ ト 199

4 1 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 に い 石 ・長石 199

4 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1 4

・
縄文

石 ・長石・ ・ 199

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
縄文 石 ・長石・ 8

4 4 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

4 1 4
石 ・長石・ 石・ 1

4 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 明
1

明
1 石 ・長石 1

4 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 1
石 ・長石・ 石・ 1

4 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良
に い

4 4 石 ・長石・ 1

4 8 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4

・
縄文 石 ・長石・ 1
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別 含有鉱物 出土地
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4 9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1
に い 石 ・長石 1

48 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 8 8 4
・

縄文
石 ・長石・ ト・ 1

481 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1 4

文・
・縄

文

石 ・長石・ 1

48 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1
・

縄文 石 ・長石・ 1

48 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1 1
・

縄文 石 ・長石 1

484 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1 4

・
縄文 石 ・長石・ 石 1

48 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
縄文 石 ・長石・ ト 1

48 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1

に い

1
石 ・長石・ ト

48 文 北白川
上層式

後期
前葉 良 1 1 1 文・ 石 ・長石・ 1

488 文 北白川
Ｃ式

中期 良 縄文 石 ・長石・ ト・

489 文 文
土器

後期
後葉 良

に い

4 1 条 石 ・長石・

49 文 文
土器

後期
後葉 良

に い

1

石 ・長石・ ト・

491 文 文
土器

後期
後葉 良

に い

1 4

に い

1 4
石 ・長石 1

49 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
石 ・長石・ 44

49 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4 1 4 縄文 石 ・長石・ ト・ 44

494 文 文
土器

後期
後葉 良 に い

4

に い

1
文 石 ・長石・ ト・ 1

49 文 文
土器

後期
後葉 良

に い

1

に い
4

石 ・長石・ ト・ 1

49 文 文
土器

後期
後葉 良 に い

4

に い

1
石 ・長石・ 石 1

49 文 文
土器

後期
後葉 良

に い

1

に い
4 文 石 ・長石・ 石・ 1

498 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
文 石 ・長石
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別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

499 文 滋賀里
Ⅲ式 晩期 良 白

1 1

に い

1
文 石 ・長石・ ト・

文 滋賀里
Ⅲ式 晩期 良 1 文 石 ・長石・ ト・

1 文 ～ 滋賀里
Ⅲ式 晩期 良 1 4 1 1 文 石 ・長石・ 石・

文 ～ 滋賀里
Ⅲ式 晩期 良 1

に い 文 石 ・長石・ ト・

文 ～ 北白川
Ｃ式

中期 良
明 に い

1 4

・
縄文

石 ・長石・ ト・

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1
・

縄文 明 石 ・長石 9

文 北白川
Ｃ式

中期 良 白
1 8 1 1 4

・
縄文 石 ・長石・ 石 9

文 北白川
Ｃ式

中期 良 8
・

縄文 明 石 ・長石・ 9

文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 8 4
に い

4 明 石 ・長石・ 9

8 文 文
土器

後期
後葉 良

・

・ 石 ・長石 91

9 文 文
土器

後期
後葉 良 4 4

・ 石 ・長石・ 91

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い
4縄文 石 ・長石 1

11 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
石 ・長石・ 1

1 文 文
土器

後期
後葉 良 1 8

白
8 縄文 明 石 ・長石・ ト・ 1 4

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い

1

石 ・長石・ 石・ 1 4

14 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
明 石 ・長石・ 1 4

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い に い ・ 石 ・長石 1

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1
・

縄文
石 ・長石・ ト・ 1 4

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 1 4

18 文 北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文 明 石 ・長石・ 1 4

19 文 北白川
Ｃ式

中期 良 8 4 8 4
・

縄文
石 ・長石・ ト・ 1 4

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1 4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 1 4
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報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 4 1 4 石 ・長石・ 1 4

文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 8 4 明 石 ・長石 1 4

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
明 石 ・長石 1 4

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 1 4

文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 4 1 1 4 1 石 ・長石 1

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
文・ 石 ・長石・ 14

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4 縄文 石 ・長石・ ト・ 14

8 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 1 4 1 1

き

文・
・縄

文

石 ・長石・ 14

9 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 14

文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 1 1 4 1
・

縄文 石 ・長石 14

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い 縄文 石 ・長石・ ト・ 14

文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1

・
縄文 石 ・長石・ 石 14

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い に い
4

石 ・長石・ ト・ 14

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 1 縄文 石 ・長石・ ト・ 14

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 14

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い
4 石 ・長石・ 石 14

文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 8
に い

4 石 ・長石・ ト 14

8 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4 1

石 ・長石・ ト・ 14

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 14



京都第二 環状道路関係遺跡平 1 年度 掘調査

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 14

41 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い 明 石 ・長石・ ト・ 14

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4 4 1 石 ・長石・ ト 14

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 14

44 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い

1
縄文 石 ・長石・ ト・ 14

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い に い 明 石 ・長石・ ト・ 14

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い
4

石 ・長石・ ト・ 14

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4 4

石 ・長石・ ト・ 14

48 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い 石 ・長石・ ト・ 14

49 文 北白川
Ｃ式

中期 良 縄文 石 ・長石・ ト・ 14

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い に い
4

石 ・長石・ ト・ 14

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

4

に い
4 文 石 ・長石・ 石・ 14

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1
文・ 石 ・長石・ 1

文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 8
に い

4 文 石 ・長石 1

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

明
1

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 1

文 北白川
Ｃ式

中期 良 4 8 縄文 石 ・長石・ 1

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

白
8 縄文 石 ・長石・ 1

文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 1 8 1 8 石 ・長石 1

8 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・ 181

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い 石 ・長石・ 石 194
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報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 1
石 ・長石・ 石 19

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い

1

・
縄文 石 ・長石 19

文 北白川
Ｃ式

中期 良 1

に い

1

・
縄文 明 長石・ ト 19

北白川
Ｃ式

中期 良 1 8
白

1 8
石 ・長石・ ト・ 1

4 文 ～ 北白川
上層式

後期
前葉 良

に い

1 4

に い
4 文 石 ・長石・ ト・

文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4 1 4 文 石 ・長石・ 石

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4 石 ・長石 1

文 北白川
Ｃ式

中期 良 白
1 8

白
1 8 明 石 ・長石 1

8 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1

・
縄文 明 石 ・長石・ 1

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4

石 ・長石・ ト・

文 ～ 北白川
上層式

後期
前葉 良

に い

1

に い

1
文 石 ・長石・

1 文 北白川
上層式

後期
前葉 良

に い

1 4

に い

1 4
文 石 ・長石・ 石・

文 北白川
上層式

後期
前葉 良

に い

1
文 石 ・長石・

文 北白川
上層式

後期
前葉 良

に い

1

に い

1
文 石 ・長石・

4 文 北白川
上層式

後期
前葉 良

に い

1

白
1 8 石 ・長石・

文 北白川
上層式

後期
前葉 良 石 ・長石 4

文 北白川
上層式

後期
前葉 良 1 縄文 明 石 ・長石・ ト 4

文 北白川
上層式

後期
前葉 良 に い

4
に い

4 石 ・長石・

8 文 北白川
上層式

後期
前葉 良 石 ・長石・ ト・



京都第二 環状道路関係遺跡平 1 年度 掘調査

報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

9 文 北白川
上層式

後期
前葉 良

に い

1 4
石 ・長石

8 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・

81 文 北白川
上層式

後期
前葉 良 石 ・長石・

8 文 北白川
上層式

後期
前葉 良

に い

1

に い

1
石 ・長石

8 文 北白川
上層式

後期
前葉 良 石 ・長石・

84 文 北白川
上層式

後期
前葉 良 に い

4
に い

4 石 ・長石・

8 北白川
上層式

後期
前葉 良 に い

4
に い

4 文 明 石 ・長石・ 石・

8 北白川
上層式

後期
前葉 良

に い

1

白
1 8 文 石 ・長石

8 文 ～ 北白川
上層式

後期
前葉 良

に い

1 1
・

縄文
石 ・長石・ ト・

88 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

石 ・長石・ ト・

89 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

4

に い

4
文 石 ・長石・ 石・

9 文

状

北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4

・
縄文 石 ・長石

91 文 後期 良 1 1 文 石 ・長石・ 1

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 1 1 文・ 明 石 ・長石 4

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 1 文 石 ・長石・ 石・ 4

94 文 文
土器

後期
後葉 良

に い

1 1

状
・
・
文

石 ・長石・ ・ 8

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

・
縄文 石 ・長石・

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 8 4

に い

1

・
縄文 明 石 ・長石

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い に い
4 石 ・長石
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報告
番号 器形 部位 形式 時期 焼

成
色調 文様・

施文 調整 種
別 含有鉱物 出土地

点内面 外面

98 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

・
縄文

石 ・長石・ ト・

99 文 北白川
Ｃ式

中期 良 明 石 ・長石・ 4

文 ～ 北白川
Ｃ式

中期 良 4 4
石 ・長石・ 石・ 11

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1

に い
1 石 ・長石 11

文 文
土器

後期
後葉 良 に い

41 8
石 ・長石・ ト・ 1

文 文
土器

後期
後葉 良 4 1

状
・ 明 石 ・長石・ 石 1

4 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4
に い

4
・

縄文
石 ・長石・ ト・ 1 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文

石 ・長石・ ト・ 1 8

文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い 石 ・長石・ 石・ 11

文 文
土器

後期
後葉 良

に い

1 4
文 石 ・長石・ 1

8 文 ～ 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4 1
石 ・長石・ ト・ 1 8

9 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い
4

に い
4

・
縄文 石 ・ 石 1 9

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 ・
縄文 石 ・長石・ 1 9

11 文 良
に い

1

に い 縄文 石 ・長石・ 石・ 1

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 に い に い 縄文 石 ・長石・ 149

1 文 北白川
上層式

後期
前葉 良

に い

1 4 1 石 ・長石・ 石 1

14 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1 4

に い

1 4

・
縄文 石 ・長石・ 1

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良
に い

1
縄文 石 ・長石・ ト・ 1

1 文 北白川
Ｃ式

中期 良 白
1 8 1 8

・
縄文 石 ・長石・ 1 1

　　　 別は、 石の ったもの、 地の 土



美濃山廃寺下層遺跡第８次 掘調査

１．はじめに

美濃山廃寺下層遺跡は、八 美濃山古寺に所 する弥生時代から奈良・平安時代を中 とす

る時期の遺跡である。同遺跡と立地が 重 する美濃山廃寺は、奈良・平安時代の寺 跡であ

る。このたび、 名 道路 が計画されたことから、西 道路 式 からの

第 　調査 位 土地 　1 　

美濃山廃寺
美濃山廃寺下層遺跡

３ 遺跡
美濃山遺跡
美濃山 穴

穴
７ 古墳
８ 遺跡

小 古墳
1 美濃山大 古墳
11 内里池 古墳

1 古墳
1 ・ 穴
14 遺跡
1 古墳
1 遺跡
1 古墳
18 向山遺跡
19 穴

向 遺跡
1 遺跡

西 遺跡

西 遺跡
4 右 内遺跡

    　 元遺跡
宮 西遺跡
宮 遺跡

遺跡
8 西 遺跡
9 前遺跡

東二 古墳
1 西二 古墳

古墳

山遺跡
4 山 遺跡

山 東遺跡
山 ～ 墳

山 ・７ 墳
8 廃寺
9 遺跡

4 内里 遺跡
41 内里八 遺跡
4 西 遺跡
4 古墳
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を て、 前に 掘調査を した。 掘調査で した 土 は、 地 の第    

である。土 及び遺物の 調は、 の 土 を いた。

　なお、 の は調査第 調査第 係古川 が 当した。 地調査及び に当

たっては、京都 、八 を 、関係 関、地元 、近 住 の方

の と をいた いた。 して し上 たい。

現地調査責任者　調査第 長　 後

調 査 担 当 者   調査第 長 調査第 係長　小池　

　　　　　　　　同　調査第３係次 調査 　 代　

　　　　　　　　同　調査第 係 調査 　

　　　　　　　　同　調査第 係調査 　古川　

調　査　場　所　八 美濃山古寺

現 地 調 査 期 間　平 年1 ～平 年３

調　査　面　積　1

２．立地と環境

美濃山廃寺下層遺跡が立地する美濃山 は、八 西 から 西 に たって た る

である。 では、 ずかではあるが 石器・縄文時代の石器が確認されており、 弥生～古墳時

代の集落や古墳、 穴、古代寺 の が知られている。平 では、 津川によって され

た 上で、弥生時代から中 にか ての集落遺跡が 見されている。弥生時代の集落遺跡

として、内里八 遺跡をは 中期の中 集落跡と位 られる 右 内遺跡、方 周

溝 が検出された 遺跡
３

が所 している。古墳時代には、 津川 遺跡をは

遺跡で前期の竪穴式住居跡などが検出されている。一方、美濃山廃寺下層遺跡の近 には、中小

の 長墳が しており、方墳の 古墳、大 墳の美濃山大 古墳 が られる。

後期の 古墳は小 方墳であるが、 、 、 、 器などの な

が出土している。また、この地域の特 として 穴の多さが られ、美濃山廃寺下層遺跡の周

辺にも美濃山 穴、 穴 が するが、近年、特に美濃山廃寺下層遺跡の東に 接する

・ 穴 で、多くの 穴が 掘調査されている。

７ 代の 建と考えられている 廃寺、西山廃寺では、 跡や 跡が確認されている。

平 山 は四 寺の 建 を した である
７

。内里八 遺跡では、古代の道路状遺構と

掘立柱建物 が検出されている。この道路状遺構は、古山 道である が されている。

上奈良遺跡は、 式 内 に収 される 立の 奈良 との関係 が される遺

跡である
８

。 遺跡では奈良時代から平安時代 の大 な掘立柱建物跡が 見されている。

廃寺に近く、同寺との関係が される。

美濃山廃寺・同下層遺跡にお る 掘調査は、 八 町 に い、 年度に



美濃山廃寺下層遺跡第８次 掘調査

された第 次調査を とする。この調査では、掘立柱建物跡や奈良時代の遺物、弥生時代後期

の 竪穴式住居跡の一 が検出された。 の後、平 11年度から1 年度にか て、八

による 確認調査が され、掘立柱建物跡が と寺域の 周を る 画溝が検出

された。この 、寺域が東西約9 、 北約9 ～ 1 に たることが判明した。また、出土

遺物から、奈良時代中 から平安時代前期までの が 定されている。

上のよ に、美濃山廃寺で計 次、美濃山廃寺下層遺跡で計７次に たる 掘調査が、 に

八 によって されてきた。平 年度 からは、当 ン による 名

道路 に 掘調査が されていることから、今回の調査の 地 後に、調

査次 の 一について、関係 関と した。また、遺物の で いる調査 について

も、 一を ることとした。 は のとおりである。 を 、今後、美濃山廃寺・

同下層遺跡では、この次 に て 掘調査が されることになる。

３．調査概要

1）調査区の設定と層序 第 ・３

調査 地は美濃山廃寺の中 から約 の 上にあり、美濃山廃寺下層遺跡の 端

にあたる。調査 前の は であったが、 前は、明 時代を中 に が

まれていた。このよ な土地 の を するものか、 西から北東にか て下がっていく

が 跡 に認 られる。また、 の、近年にか ての に 地 変によ

る も である。今回の調査では、調査 地内の に たってト ン を分 して

定し、 掘調査を した。調査 地の西北 に第 ト ン を 定し、東に向かって に

第 ～ ト ン を、さらに に、西から東 向かって第 ～８ト ン を 定した。

ト ン にお る 積状 を すると、 別の分層とは別に、おおまかな 一の 度によ

　美濃山廃寺・同下層遺跡 掘調査一
遺跡名 略称 次数 年度 面積 年代 主要遺構 報告

美濃山廃寺

次 約 古代 掘立柱建物

次 次 平 11 148 古代 掘立柱建物 11・1

３次 次 平 1 1 1 古代 掘立柱建物・溝 1 ・1

次 ３次 平 1 古代 掘立柱建物・寺域北・西 画溝 1 ・1

次 次 平 14 古代 寺域北 画溝・掘立柱建物 14・1

次 次 平 1 4 古代 寺域北・東 画溝・掘立柱建物 1 ・1

美濃山廃寺
下層遺跡

次 約 弥生 竪穴式住居跡

次 掘 弥生 な遺構なし 1

３次 次 平 11 148 弥生 な遺構なし 11・1

次 次 平 1 1 1 弥生 溝 か 1 ・1

次 ３次 平 1 弥生 竪穴式住居跡・土坑・溝 1 ・1

次 次 平 14 弥生 溝・ピット か 14・1

７次 次 平 1 4 弥生 竪穴式住居跡・土坑・ピット 1 ・1

８次 平 1 縄文
～古代 土坑・ピット・溝状遺構

内の次 は平 11～1 年度の八 による確認調査の次 を す。
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る土層の検 が である。 では、 下のとおり、第 層から第 層までの層 によ

って、調査 地の な地 変の変遷 の検 を みることとする。

第 層は、 と 土層が、 に かく に 状に 積して構 される層である。

積状 と調査 前の地 から、近年の に 定期 な によって された層と認

定できる。第 層からは、近 代の遺物が出土している。第 層は、第 層直下に 積する層で、

地山を とする 土である。 調は、 に を する。この層は の い地 では と

ど見られず、 に い地 では く 積する 向がある。 に って された 積

層の が い。第 層からは、近 の遺物が出土している。第Ⅲ層は、第 層と た土 で

あるが、 土が多く まれる。第Ⅲ層から第 層にか て、 調が から と、

移 に変 している。第Ⅲ層は、第 層と同 く、近 の に って された 積層

と考えられる。第Ⅲ層からは、弥生時代～古代の遺物が出土している。第 層は、 を し、

土 が 葉土に近い特 を する い 積層である。第 層からは、弥生時代～古代の遺物が出

土している。土層の特 と 積状 から、第 ・Ⅲ層が された の 土層とみな る。

第 層 下は、い る 地山 である。第 層は ト層である。土 と 調の

特 から、第 ・Ⅲ層は に第 層を り出して されたよ である。なお、八

による美濃山廃寺の中 分の調査では、この層の直上で奈良時代の 地層が検出されている

が、今回の調査では確認されなかった。第 層は、明 ト、第 層は ト

土である。 

第 　調査ト ン 位 1



美濃山廃寺下層遺跡第８次 掘調査

第
３

　
調

査
地

1
1



京都 遺跡調査 集　第

第 ～ 層は、調査 地の西 に位 する第 ・７ト ン を中 に 積が確認できるが、

東 の第３・ ・８ト ン では確認できなかった。一方、東 のト ン では、第 層より

下位に 積する 土層や 層、 層で される第 層を地山層として検出した。第 層は、大

層 である。

2）第１トレンチ 第

第 ト ン は、調査 地の北西 に 定した調査 である。周辺に安定した平 が が

っており、また、調査 地 北に位 する美濃山廃寺の中 分から、 も近い位 に 定し

た調査 である。 上の条 から、当ト ン では、遺構の検出が期 されたが、遺構は で

あり、遺物も て 量であった。 積状 は、 土直下に さ ～ 4 の第Ⅲ層が 積し、

直下で地山の第 層を検出した。

3）第２トレンチ 第

第 ト ン は、第 ト ン が位 する平 から東に下がる に 定した調査 である。

土直下に第 ・ 層が 積しており、 土 から約 下で地山 を検出した。

4）第３トレンチ 第

土の 直下で地山 を検出した。調査 の北 が 状を していることから、 の

に ものと考えられる。調査 の中 近に 定 な溝状の ンを検出したが、断ち り

調査による土層 から、 積層であることが判明した。

5）第４トレンチ 第

調査 地の東北 に位 し、さらに北には の 道がある。地山 が北に向かって

やかに する。 土、 土 ッ り 積層の下位で第 層を検出した。

6）第５トレンチ 第

大 な 代の 層が く 積しており、 土下 まで掘 したが、 積層は検出で

きなかった。安 のた 、この さで掘 を した。このト ン 周辺の地 は平 で

あるが、北東には、 北方向の が する。 では まっているが、 は、この の内

に位 する がある。

7）第６トレンチ 第

調査 地の西 に 定した調査 である。 土下4 ～ の 度で第 層が一 に が

っている。 地 は たれているよ で、溝Ｓ 1・ 4、土坑Ｓ 、ピットＳ 、土坑

ＳＸ を検出した。溝Ｓ 1は ・長さ で、 土は 土である。溝Ｓ 4は

・長さ 上で、 土は 土である。Ｓ 1・ 4からは が出土して

おり、同 の溝が地 でも されることから、 に 地 溝と考えられる。Ｓ

は平 が1 1 8 の な土坑で、 さは である。 土は ト層である。

Ｓ は 4 の のピットで、 土はＳ に近い。Ｓ からは 、 が出

土したが、掘 が 明 で な遺構か かについては判 としない。ＳＸ は 4 1

の土坑で平 は方 と考えられる。 さは 1 である。 土は、 物、 土から構 さ
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第 　第 ・ ト ン 平・断
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第 　第３・ ト ン 平・断
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れる。ＳＸ については、美濃山廃寺に 生 遺構の を想定し、調査 を して調査

したが、遺構の がりは確認できなかった。同 の 積層が のト ン の第 ・Ⅲ層の中で確

認されており、 した中では、第 の第 ト ン 西 第３層が 当する。 ＳＸ につい

ても、近 の山 に 積層の一 の がある。

第 　第 ・ ト ン 平 ・西 断
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第７ 　第７・８ト ン 平
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8）第７トレンチ 第７・８

第 ト ン の東 に 定したト ン である。 土が く 積しているが、 、東に

する であったよ である。 な遺構は検出されなかったが、 地 である第 層から

弥生土器と が 量出土した。遺物の は しており、 い地 から 落してきたよ で

ある。なお、ト ン の東 分は の落ち込みであり、この 土上層より、 イト の

器が 出土した。落ち込みの断ち りを い、 遺物 の確認調査を ったが、 の

遺物は出土しなかった。

9）第８トレンチ 第７・８

調査 の 東 に 定したト ン で、平 から 東 下りる 地に位 する。 に

積層の 状 は く、特に は が で、 な地 変がなされたよ である。東・

から古代の 器、土 器、 が 量出土した。また、東 直下で 北方向の溝状遺

構を検出したが、平 が 定 で直 な 状にならないた 、寺 関連 の溝とは

しがたい。

４．出土遺物 第 ・

～ は、 ト ン の調査 から出土した。 は 器 明 である。 は弥生土器

である。３は弥生土器 である。第Ⅲ層から出土した。 は である。見込み

に が きされる。これらの土器は第Ⅲ層から出土した。 は第 層出土の

である。 ・７は第８ト ン の から出土した土器である。 は 器 、７は土 器

である。８は第 ト ン Ｓ  出土の中 の 文 である。 ～ 11は ト ン 出

土の である。 は で、内 に布 、 に縄 き が される。今回の調査で出

土した は、 て奈良時代から平安時代にか ての である。1 は イト の 器で

ある。第７ト ン の落ち込みの 土 上層から出土した。 の が し するた 、出

土地 周辺の 土を るいにか たが、同一 の は出土しなかった。土器が しないた

、 時期は 明確であるが、縄文時代 期から 期 の遺物と考えられる。1 は

の 石器 である。第 ト ン 調査 第 層から出土した。石 などの と考えら

れる。

５．まとめ

今回の調査では明確な遺構は確認されず、 、 器 の古代を中 とする時期の遺物が 量

出土した。 らかの の が近 に想定されるが、寺 関連 を す は得られなかっ

た。後 の土地 によって、遺構は したよ である。

古代 の時期の をみると、第８ト ン の落ち込みの 土、近 の 土と考えられる

第 層および第Ⅲ層、また、近 の 土と考えられる第 層から、縄文時代から近 の遺物が

出土した。また、 のみではあるが、ピットから中 の の が出土した。周辺の調査
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では、美濃山廃寺下層遺跡第 次調査で の中から 器が 量出土している 、中 の遺物は

見されていない。今回の第８次調査で出土した資料は、小 ではあるが、中 にも美濃

山が土地 された を する資料である。　　　　　　　　　　　　　　　 古川　

　 一 ・ 下 内里八 遺跡 京都 遺跡調査 第 　 京都 文
調査 ン 　1999

　　　 下 ・ 内里八 遺跡 京都 遺跡調査 第 　 京都 文
調査 ン 　 1

　 八 第   八 　198
３　 ・ 一 遺跡 第 ・ 次 掘調査 要 八 文 掘調査 第

集　八 　1998
　 か 遺跡 第３・ 次 掘調査 八 文 掘調査 第 8集

八 　1999
　 古墳・美濃山遺跡 京都 遺跡調査 集 第14 　 京都 文

第 　遺物
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調査 ン 　 11
　 廃寺 掘調査 八 文 調査 第 集　八 　19 8

　　　 西山廃寺 立寺 掘調査 八 　19 1
７　西 直二 ・ 八 町 京都 跡名 物調査 第1 　京都

19 　
８　八十 上奈良遺跡 掘調査 第 次 八 文 掘調査 第 集　八

　
　 美濃山廃寺 掘調査 八 町文 調査 第 集　八 　19

1 　 美濃山廃寺下層遺跡 掘調査 　八 　198
11　八十 ・大 白・ 美濃山廃寺・美濃山廃寺下層遺跡 確認調査 八

文 掘調査 第 集　八 　
1 　大 白 美濃山廃寺・美濃山廃寺下層遺跡 確認調査 第 次 八 文 掘調査

第 1集　八 　 1
1 　大 白 美濃山廃寺・美濃山廃寺下層遺跡 確認調査 第３次 八 文 掘調査

第 集　八 　
14　八十 ・大 白 美濃山廃寺・美濃山廃寺下層遺跡 確認調査 第 次 八 文

掘調査 第 4集　八 　
1 　八十 ・大 白 美濃山廃寺・美濃山廃寺下層遺跡 確認調査 第 次 八 文

掘調査 第 集　八 　 4
1 　大 白 美濃山廃寺・美濃山廃寺下層遺跡 確認調査 ～ 次 八 文

掘調査 　第 集　八 　

図面
番号

トレ
ンチ 遺構 器種 器高

（残存高）
口径

（底径） 残存率 胎土 焼成 色調 備考

4 調査 器 明 1 8 11 1 4 断 1 白
調 1 白

調査 弥生 4 1 周 やや 良 4 しい
３ 調査 弥生 4 1 周 やや 良 1 第Ⅲ層

調査 1
断 白 　

調 明 く みが
かる

第 層

調査 弥生 1 やや 良 4 第 層
8 北 器 4 1 4 やや

７ 8 土 器 1 1 1 に い

８ 1 小
断 8 1 白

調 1

　
図面
番号

トレ
ンチ 遺構 種別 残存長 器厚 残存率 胎土 焼成 色調 備考

調査 やや 良 1 1 第Ⅲ層

1  平 1 やや 良 1 白

11 調査 4 9 1 やや やや良 1

1 落ち込み 器 9 イト

1 調査 石 か 4 4 4 ・第
層

　遺物
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（1）

（2）

（3）

長岡京跡右京第〓次遺跡

京都第二外環状道路関係遺跡　図版第 1

（1）トレンチ全景（南東から）

（2）大型落ち込み状遺構ＳＸ08
　（北から）

（3）大型落ち込み状遺構ＳＸ08
　（東から）

長岡京跡右京第 984次・伊賀寺遺跡
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（1）

（2）

長岡京跡右京第〓次遺跡

京都第二外環状道路関係遺跡　図版第 2

（1）１トレンチ遺構集中部（南東から）

（2）４トレンチ全景（西から）

長岡京跡右京第 988次・伊賀寺遺跡
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（1）

（2）

（3）

長岡京跡右京第〓次遺跡

京都第二外環状道路関係遺跡　図版第 3

（1）１トレンチ全景（南東から）

（2）１トレンチ北部（南から）

（3）２・３トレンチ（南東から）

長岡京跡右京第 988次・伊賀寺遺跡
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（1）

（2）

（3）

長岡京跡右京第〓次遺跡

京都第二外環状道路関係遺跡　図版第 4

（1）３トレンチ全景（北西から）

（2）２トレンチ（北西から）

（3）４トレンチ（南西から）

長岡京跡右京第 988次・伊賀寺遺跡
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（1）

（2）

（3）

長岡京跡右京第〓次遺跡

京都第二外環状道路関係遺跡　図版第 5

（1）１トレンチ溝ＳＤ01（西から）

（2）１トレンチ溝ＳＤ01内
　柱穴ＳＰ153（東から）

（3）１トレンチ溝ＳＤ02（西から）

長岡京跡右京第 988次・伊賀寺遺跡
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（1）

（2）

（3）

長岡京跡右京第〓次遺跡

京都第二外環状道路関係遺跡　図版第 6

（1）１トレンチ柱穴ＳＰ81（南から）

（2）１トレンチ柱穴ＳＰ175
　（南から）

（3）１トレンチ柱穴ＳＰ176
　（南から）

長岡京跡右京第 988次・伊賀寺遺跡
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（1）

（2）

（3）

長岡京跡右京第〓次遺跡

京都第二外環状道路関係遺跡　図版第 7

（1）１トレンチ柱穴ＳＰ177
　（西から）

（2）４トレンチ溝ＳＤ160上層
　（南から）

（3）４トレンチ溝ＳＤ160下層
　（東から）

長岡京跡右京第 988次・伊賀寺遺跡
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（1）

（2）

（3）

長岡京跡右京第〓次遺跡

京都第二外環状道路関係遺跡　図版第 8

（1）１トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ89
（東から）

（2）１トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ89
内炉跡ＳＸ148（東から）

（3）１トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ89
内炉跡ＳＸ148断ち割り

　（北から）

長岡京跡右京第 988次・伊賀寺遺跡
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（1）

（2）

（3）

長岡京跡右京第〓次遺跡

京都第二外環状道路関係遺跡　図版第 9

（1）１トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ85
（東から）

（2）１トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ85
（北から）

（3）１トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ85
焼土（東から）

長岡京跡右京第 988次・伊賀寺遺跡
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（1）

（2）

（3）

長岡京跡右京第〓次遺跡

京都第二外環状道路関係遺跡　図版第 10

（1）１トレンチ溝ＳＤ79・
　竪穴式住居跡ＳＨ78上面
　（東から）

（2）１トレンチ竪穴式住居跡ＳＨ78
（東から）

（3）１トレンチ竪穴式住居跡
　ＳＨ166（東から）

長岡京跡右京第 988次・伊賀寺遺跡
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（1）

（2）

（3）

長岡京跡右京第〓次遺跡

京都第二外環状道路関係遺跡　図版第 11

（1）１トレンチ縄文時代の崖
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所収遺跡名 要 約

京都第二環状道路関係遺跡　
長岡京跡右京第984・988次・
伊賀寺遺跡

  今回の調査では長岡京期と古墳時代・縄文時代の遺構を検出した。長岡京期の当地は右
京八条三坊十六町にあたり、東西方向の溝・柱穴を検出した。この溝は東で７度北に振り、
長岡京の条坊計画と方位を異にする。周辺では同時期の掘立柱建物跡や溝などが確認さ
れており、長岡京の条坊関連遺構もしくは、宅地を画する溝と想定できる。古墳時代の
遺構としては、後期の溝と落ち込み状遺構を検出した。周辺の調査では同時期の竪穴式
住居跡が多く検出されているが、今回の調査では集落に直接関連する遺構は検出できな
かった。縄文時代では、中期の北白川Ｃ式、後期の中津～四ツ池式、北白川上層式３期、
元住吉～宮滝式、晩期の滋賀里Ⅲ式の竪穴式住居跡や土坑、ピットを検出した。小泉川
流域では近年多くの縄文集落が調査されており、集落の移動に関しての資料が蓄積され
つつある。今回の調査では、特に後期前葉の崖ＳＸ199から北白川上層式３期の土器が大
量に出土した。今までの調査では同時期の竪穴式住居跡は確認されておらず、周辺に竪
穴式住居跡が分布しているものと判断され、伊賀寺縄文集落内の時期別の変遷を考える
上で重要な知見を得た。

美濃山廃寺下層遺跡第８次    明確な遺構は検出できなかったが、縄文時代のポイントや弥生時代の土器及び石器の
出土により美濃山廃寺下層遺跡の一端を明らかにできた。奈良～平安時代の遺物は、美
濃山廃寺との関係でとらえ得る遺物である。
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